
天
和
・
貞
享
期
の
綱
吉
政
権
と
天
皇

野

寸ホ

玄

【
要
約
】
　
本
稿
は
、
天
和
・
貞
享
期
の
綱
吉
政
権
に
よ
る
対
天
皇
政
策
に
つ
い
て
、
従
来
必
ず
し
も
論
証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
同
政
権
の
政
策
実
施
目
的

の
解
明
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
天
和
期
の
綱
吉
は
、
廃
一
宮
に
よ
り
傷
つ
い
た
皇
位
継
承
行
為
の
権
威
回
復
を
図
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
立
太
子
節

会
の
再
興
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
貞
享
期
の
綱
吉
は
、
京
都
所
司
代
と
宮
中
と
の
必
要
以
上
の
接
近
に
よ
る
幕
府
の
威
光
の
減
退

を
恐
れ
、
京
都
所
司
代
・
稲
葉
正
往
を
更
迭
し
、
宮
中
の
奢
移
抑
制
及
び
霊
元
天
皇
の
素
行
是
正
と
、
次
代
の
東
山
天
皇
へ
の
悪
影
響
防
止
の
た
め
、
霊

元
天
皇
の
譲
位
の
早
期
実
現
を
目
指
し
た
こ
と
、
そ
の
過
程
で
霊
元
天
皇
か
ら
示
さ
れ
た
大
嘗
会
再
興
の
要
望
も
、
譲
位
の
早
期
実
現
の
観
点
か
ら
容
認

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
綱
吉
は
「
武
家
之
天
下
」
の
主
宰
者
と
し
て
、
幕
府
の
威
光
と
外
聞
を
意
識
し
、
皇
位
と
そ
の
担
い
手
の
皇
族
を

慎
重
に
管
理
し
よ
う
と
し
た
が
、
儀
式
の
再
興
は
、
将
軍
綱
吉
の
皇
位
管
理
政
策
を
実
現
さ
せ
る
～
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
三
巻
六
号
　
二
〇
一
〇
年
一
一
月

は
　
じ
　
め
　
に

朝
尾
直
弘
氏
は
論
文
「
幕
藩
制
と
天
皇
」
の
中
で
、
近
世
に
お
け
る
天
皇
の
存
在
の
歴
史
的
な
説
明
方
法
に
つ
い
て
「
朝
幕
関
係
も
し
く
は

古
代
的
権
威
と
い
う
よ
う
な
視
角
」
で
は
な
く
、
「
幕
藩
制
権
力
構
造
の
研
究
と
か
か
わ
ら
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
天
皇
の
位
置
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

役
割
を
事
実
の
う
え
で
確
認
」
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
教
科
書
検
定
で
近
世
の
天
皇
が
国
主
で
あ
る
と
判
定
さ
れ
て
い
た

（719）1



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
「
教
科
書
裁
判
の
与
え
た
衝
撃
」
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
論
文
に
よ
り
、
織
豊
期
か
ら
家
光
期
に
至
る
「
主
体
と
し
て

　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
権
力
」
が
自
ら
の
「
政
権
構
想
」
に
天
皇
・
朝
廷
を
い
か
に
位
置
づ
け
て
権
力
を
形
成
し
た
の
か
に
つ
い
て
の
見
通
し
が
得
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
～
方
、
朝
尾
氏
が
そ
の
後
の
家
父
・
綱
吉
期
を
扱
っ
た
論
文
は
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
だ
が
、
そ
こ
で
は
天
皇
・
朝
廷
の
問
題
が
ほ
と

ん
ど
扱
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
論
文
「
幕
藩
制
と
天
皇
」
の
そ
の
後
が
重
要
な
関
心
事
と
な
り
、
事
実
、
高
埜
利
彦
氏
の
論
文
「
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
は
近
世
を
通
じ
た
朝
廷
の
「
二
圃
の
変
容
」
論
を
展
開
し
、
そ
の
後
の
諸
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
の
ち
に
高

埜
氏
は
同
名
の
日
本
史
研
究
会
大
会
報
告
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
朝
尾
先
生
の
徳
川
三
代
（
寛
永
期
）
ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
近
世
中
・
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

期
も
含
め
た
近
世
霞
幕
関
係
史
を
報
告
し
た
も
の
で
あ
っ
た
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
だ
が
、
筆
者
は
近
世
の
天
皇
・
朝
廷
を
め
ぐ
る
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

う
ち
、
と
く
に
綱
吉
期
周
辺
（
高
埜
説
の
「
第
～
の
変
容
」
期
）
を
対
象
と
し
た
諸
研
究
に
は
あ
る
問
題
を
感
じ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
高
埜
氏

以
後
の
諸
研
究
は
、
朝
尾
氏
の
否
定
し
た
は
ず
の
「
朝
幕
関
係
」
史
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
高
埜
氏
の
方
法
と
朝

尾
氏
の
そ
れ
が
全
く
別
に
存
在
す
る
余
地
は
あ
る
。
し
か
し
、
高
埜
氏
が
「
朝
尾
先
生
の
徳
川
三
代
（
寛
永
期
）
ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
」

　
　
　
　
　
⑨

と
述
べ
る
以
上
、
こ
の
方
法
の
ず
れ
は
、
今
後
の
当
該
テ
ー
マ
の
研
究
の
方
向
性
を
考
え
る
た
め
に
も
自
覚
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
抑
も
「
近
世
朝
幕
研
究
」
に
は
、
幕
府
か
ら
の
視
点
が
殆
ど
な
か
っ
た
。
高
埜
氏
は
綱
吉
政
権
下
の
「
権
力
編
成
原
理
」
の
転
換
と
「
平

和
」
を
指
摘
し
つ
つ
、
「
し
か
し
か
と
云
っ
て
こ
の
よ
う
な
幕
府
の
政
策
変
更
、
つ
ま
り
支
配
編
成
原
理
の
変
化
だ
け
で
、
こ
の
時
期
の
朝
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

儀
礼
や
朝
儀
の
復
興
の
数
々
を
理
解
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
同
氏
は
綱
吉
政
権
の
意
思
の
在
処
を
当
該
期
の
天
皇
・
朝
廷
の

動
向
か
ら
類
推
す
る
方
法
を
採
っ
た
。
そ
の
結
果
、
朝
廷
内
の
諸
事
例
は
解
明
さ
れ
て
も
、
そ
の
時
々
の
幕
府
の
判
断
基
準
が
不
明
な
た
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

綱
吉
政
権
の
路
線
は
「
朝
幕
協
調
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
路
線
は
最
終
的
に
「
幕
府
か
ら
見
た
と
き
、
将
軍
権
力
の
よ
り
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

層
の
権
威
化
の
た
め
に
朝
廷
権
威
を
協
調
的
に
補
完
さ
せ
る
体
制
」
に
つ
な
が
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
朝
幕
の
「
協
調
」
は
前
後
の
政
権
も
追
求
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
綱
吉
政
権
の
独
自
性
を
示
す
響
町
と
は
言
い
難
く
、
ま
し
て
そ
の

路
線
が
後
々
の
体
制
を
も
規
定
し
た
と
捉
え
る
の
は
政
治
史
の
単
純
化
で
あ
る
。
朝
尾
氏
も
述
べ
た
よ
う
に
、
政
治
史
は
段
階
的
に
捉
え
ら
れ

2　（720）



天和・貞享期の綱吉政権と天皇（野村）

〈表〉延宝・天和・貞享期における霊元天皇およびその周辺の動向

年　月　日 事　　　　　　項 典　　拠

霊元天皇、関東へ下向する一条冬経に、女御立后・五宮儲君
ﾌ件について内意を伝える。

「兼輝公記』延宝9年（168D　　2月16日

@　　　　　　　　5月。珊

@　　　　　　　　9月17日

霊元天皇の内意により、一宮を大覚寺宮の資とするも、一宮
ｪ辞退。

『霊元天皇実録』

嘉元天皇、参内の勅命違反の廉で、一宮を飛烏井雅豊邸に墜
ﾂする。

「嘉元天皇実録」

天和元年（1681）　　ユ0月23日 前権大納言小倉実起ら、佐渡へ流罪となる。 『二元天皇実録』

鵬二二輔、関白辞職。右大臣一条冬経を関白とすべき旨、幕
盾ﾌ意向が伝わる。

『勧二日二二

右大臣一条冬期、関白に任じられる。 雛元天皇実鏡

五宮を儲君に治定。女御鷹司房子の立后も内定。 『霊元天皇実鱗

関白一条冬経・前篇白鷹司厨輔に500石ずつ加増。 『乱調宿調戯

儲君五宮が旧後水尾法皇御所へ移徒。 r中井家文轡の研究』

天和2年（1682）　　2月18日

@　　　　　　　　2月24日

@　　　　　　　　3月25日

@　　　　　　　　3月26日

@　　　　　　　　6月27日

@　　　　　　　　9月05日

@　　　　　　　10月25日

@　　　　　　　ユ2月02日

@　　　　　　　ユ2月07日

@　　　　　　　工2月09日

白川雅需、一条冬経に、一宮を廃して五宮を儲君としてから
ﾌ奇†在変異連続の旨を幽す。

「兼言公記』

一宮に親ヨ三宣下、名を寛渚と賜う。 『三元天皇実録』

二二五宮に親王宣下、名を朝仁と賜う。 『二元天皇黒鍵

女御鷹司房子に准三后宣下。 三元天皇実録」

儲霜朝仁親王の立太子を来春と治定。 隠元天皇実録』

儲君朝仁親王の立太子を2月9日と治定。 『茶箱天皇実録』

儲君朝仁親王の立太子節会が行なわれる。 『霊元天皇実録ヨ

天和3年（1683）　　正月21日

@　　　　　　　　2月09日

@　　　　　　　　2月14日

@　　　　　　　　2月29日

鷹司房子を皇屡に冊立。 じ霊元天皇実録ヨ

将軍使松平頼帯らが参内。立坊・立后を賀す。 r霊元天皇実録」

天和4年（1684）　　2月ユ6日 霊堂天皇、譲位の内意を洩らす。 r霊元天皇実録』

京都所司代稲葉陰膳参内。譲位の内意を聴く。稲葉正往、武
ﾆ伝奏の関東下向時に伝えるよう指示。

『霊元天皇実録』

武家伝奏、関東下向。 『霊下天華実鑓

貞享元年（168の　　　2月25日

@　　　　　　　　2月26日

@　　　　　　　　3月27日

@　　　　　　　　4月05日

武家伝奏、参内して江戸の様子を報告し、将軍徳川綱吉によ
髀�ﾊ停止の返答を伝える。

『茶箱天皇実録」

東宮御所等、火災。 織元天皇実録』

東宮二二二三Eが二二二宮御所へ移徒。 『中井家文轡の研究』貞享2年（1685）　　　　2月10日

@　　　　　　　　2月22日

@　　　　　　　　3月07EI

後西上皇病没。 職元天皇実録ヨ

後朝上皇葬送。 離元天皇実録』

武家伝奏、関東下向。嘉元天皇の譲位の内意とともに、受禅
ﾌ有無によらず、来春中の皇太子元服を要請。

「霊元天皇実録』貞享3年（1686）　　3月09日

@　　　　　　閏3月09日

@　　　　　　　1ユ月23日

@　　　　　　　12月04日

@　　　　　　　12月23日

武家伝奏が帰洛。霊元天皇の譲位等について、叡慮次第との
虚{の返答を伝える。

『霊元天皇実録』

京都所司代土崖政直宛の老中連署玉筆轡状が発せられる。 「識量卿記』

大嘗会挙行について、別儀なしとの幕府の返答が届く。 『勧慶日記蓋

京都所司代土屋政直が参内、演説。 r勧三日二二

二元天皇、皇太子朝仁親王へ譲位。 『請元天皇実録』

霊元上皇、仙洞御所へ移徒。 国元天皇実録』

貞享4年（i687）　　3月21日

@　　　　　　　　3月26日

@　　　　　　　　3月27日

@　　　　　　　　4月28日

@　　　　　　　11月ユ6日

幕府、仙洞御料として7000石を進上する。 『霊元天皇実録』

東山天皇即位式が挙行される。 r霊元天皇実鯛

穴嘗会が挙行される。 隣恕法親王日記」

（説）　『兼輝公記」6・8（東京大学史料編纂所所蔵謄写本）、藤井譲治・吉岡眞之監修r霊元天皇実録i第1巻・
　　　第2巻・第3巻（ゆまに書房、2005年）、鯵連宿網記」26（宮内庁書陵部所蔵原本）、平井聖r中井家文轡の
　　　研究」第4巻・内匠寮本図面篇4（中央公論美術出版、1979年）、「開脚卿記」ユ2（宮内庁書陵部所蔵原本）、

　　　r勧慶日栄盟35（『勧修寺家旧蔵記録』479、東京大学史料編纂所架蔵写真帳、京都大学総合博物館原蔵）、妙

　　　法院史研究会編「妙法院史料』第2巻・露恕法親王日記2（吉川弘文館、ユ977年）より作成。
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⑭

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
長
期
に
わ
た
る
綱
吉
政
権
の
段
階
的
変
化
に
留
意
し
、
そ
の
初
頭
の
天
和
・
貞
享
期
に
お
け
る
同
政
権
の
対

天
皇
・
朝
廷
政
策
の
背
景
に
つ
い
て
、
幕
府
側
の
史
料
も
用
い
な
が
ら
解
明
し
た
い
。
と
く
に
天
和
・
貞
享
期
に
は
、
〈
表
〉
の
よ
う
に
立
太

子
節
会
（
天
和
三
年
〈
一
六
△
一
　
〉
）
と
大
嘗
会
（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
）
の
再
興
が
あ
り
、
ま
た
天
和
二
年
（
～
六
八
二
）
に
は
右
大
臣
・
一
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

瓦
経
が
左
大
臣
・
近
衛
基
熈
を
超
越
し
て
関
白
に
就
任
す
る
「
異
例
」
の
人
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
霊
送
天
皇
は
譲
位
を
二
度
表
明
す

る
が
、
綱
吉
の
対
応
は
わ
ず
か
中
一
年
で
百
八
十
度
変
化
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
天
和
・
貞
享
期
の
政
策
は
先
行
研
究
も
注
目
す
る
通
り
特
異

な
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
そ
の
背
景
を
綱
吉
政
権
の
立
場
か
ら
論
じ
、
同
政
権
初
頭
の
天
皇
・
朝
廷
認
識
の
～
端
に
迫
り
た
い
。

①
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
天
皇
駄
（
原
秀
三
郎
他
編
欄
大
系
B
本
国
家
訓
』
三
、

　
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
年
、
の
ち
朝
尾
直
弘
四
将
軍
権
力
の
創
出
㎞
岩
波

　
書
店
、
一
九
九
四
年
、
の
ち
朝
尾
直
弘
『
朝
尾
直
弘
著
作
集
　
第
三
巻
　
将
軍
権

　
力
の
創
出
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
に
再
録
、
8
1
用
は
『
朝
尾
直
弘
著
作
集
㎞

　
に
よ
る
）
二
〇
二
頁
。

②
前
掲
註
①
朝
尾
「
幕
藩
制
と
天
皇
」
二
〇
二
頁
。

③
朝
尾
直
弘
『
将
軍
権
力
の
創
出
撫
（
岩
波
轡
店
、
～
九
九
四
年
、
の
ち
同
『
朝

　
尾
直
弘
著
作
集
　
第
三
巻
　
将
軍
権
力
の
創
出
魅
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
に
再

　
録
、
引
用
は
『
朝
尾
直
弘
著
作
集
』
に
よ
る
）
「
ま
え
が
き
漏
黙
劇
。

④
前
掲
註
③
朝
尾
『
将
軍
権
力
の
創
出
』
「
ま
え
が
き
」
．
W
頁
。

⑤
朝
尾
直
弘
「
将
軍
政
治
の
権
力
構
造
」
（
朝
尾
直
弘
平
編
㎎
岩
波
講
座
日
本
歴

　
史
撫
第
一
〇
巻
・
近
世
二
、
一
九
七
五
年
、
註
①
に
同
じ
）
。

⑥
高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
（
『
日
本
史
研
究
』
第
＝
二
九
号
、
一
九

　
八
九
年
三
月
）
。

⑦
高
埜
利
彦
「
近
世
遊
金
研
究
の
立
脚
点
」
（
『
朝
尾
直
弘
著
作
集
第
三
巻
月

　
報
2
』
二
〇
〇
四
年
一
月
）
四
頁
。

⑧
前
掲
註
⑥
高
埜
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
六
三
頁
一
六
七
頁
。

⑨
前
掲
註
⑦
高
埜
「
近
世
引
幕
研
究
の
立
脚
点
」
四
頁
。

⑩
「
近
世
朝
鮮
研
究
偏
と
い
う
用
語
・
分
類
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
⑦
高
埜
「
近

　
世
朝
幕
研
究
の
立
脚
点
偏
四
頁
。
だ
が
、
最
近
、
「
近
世
朝
幕
研
究
上
の
中
か
ら

　
も
、
田
中
暁
龍
「
貞
享
期
の
朝
畠
関
係
－
京
都
所
司
代
土
屋
政
直
を
中
心
に

　
一
」
（
『
桜
竪
林
論
考
　
人
文
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
）
の
よ
う
に
、

　
幕
府
の
政
策
実
施
の
意
図
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

⑪
前
掲
註
⑥
高
埜
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
六
三
頁
と
六
五
頁
。

⑫
高
埜
利
彦
「
元
禄
の
社
会
と
文
化
」
（
同
編
『
日
本
の
時
代
史
⑮
元
禄
の
社
会

　
と
文
化
㎞
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
六
三
頁
一
六
四
頁
。

⑬
高
埜
利
彦
コ
八
世
紀
前
半
の
日
本
－
泰
平
の
な
か
の
転
換
1
」
（
朝
尾

　
直
弘
他
編
噸
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
第
＝
二
巻
・
近
世
三
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

　
四
年
）
二
九
頁
～
三
〇
頁
。

⑭
綱
吉
政
権
は
延
宝
・
天
和
・
貞
享
・
元
禄
・
宝
永
の
長
期
に
わ
た
る
。
前
掲
註

　
⑬
高
埜
コ
八
世
紀
前
半
の
日
本
」
も
、
政
権
内
の
変
化
等
を
述
べ
る
が
、
明
確

　
な
形
で
対
天
皇
・
朝
廷
政
策
の
叙
述
に
反
映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
深
井

　
環
海
欄
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
や
塚
本

　
学
『
徳
川
綱
吉
』
（
吉
娼
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
目
等
に
よ
れ
ば
、
同
政
権
を
～

　
括
り
で
は
議
論
で
き
な
い
。

⑮
前
掲
註
⑬
高
埜
コ
八
世
紀
前
半
の
日
本
」
二
七
頁
。
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第
一
章
　
天
和
期
の
皇
位
継
承
者
選
定
過
程
と
立
太
子
節
会
再
興

　
綱
吉
政
権
期
の
朝
儀
再
興
の
う
ち
、
高
埜
利
彦
氏
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
を
最
後
に
途
絶
し
た
大
嘗
会
の
再
興

（
貞
享
四
年
〈
一
六
八
七
〉
）
に
注
目
し
、
大
嘗
会
再
興
実
現
の
背
景
に
つ
い
て
、
「
霊
元
天
皇
の
「
朝
廷
復
古
」
と
い
う
強
い
意
識
」
と
「
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
儀
礼
重
視
の
政
策
転
換
」
と
い
う
「
二
つ
の
条
件
」
を
指
摘
し
て
き
た
。
こ
の
大
嘗
会
再
興
の
背
景
を
め
ぐ
る
高
埜
説
の
当
否
は
章
を
改
め

て
後
述
す
る
が
、
い
ま
問
題
と
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
高
埜
氏
の
い
う
霊
元
天
皇
の
意
思
と
幕
府
の
政
策
転
換
は
大
嘗
会
の
み
か
ら
論
じ

ら
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
し
か
も
そ
の
再
興
を
容
認
し
た
幕
府
の
意
図
は
依
然
具
体
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
大
嘗
会
再
興
に
つ
い
て
、
高
埜
氏
も
参
照
す
る
武
部
敏
夫
氏
は
、
当
時
そ
れ
が
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
の
立
太
子
節
会
再
興
と
の

関
連
で
、
皇
太
子
の
身
分
か
ら
即
位
す
る
場
合
に
大
嘗
会
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
先
例
を
論
拠
に
朝
廷
か
ら
提
起
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
解

　
　
　
　
　
②

明
し
て
い
る
が
、
立
太
子
節
会
は
皇
位
継
承
者
を
内
外
に
宣
言
す
る
儀
式
で
あ
り
、
大
嘗
会
と
同
様
、
中
世
以
来
（
貞
和
四
年
企
三
四
八
〉
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

最
後
に
）
途
絶
し
て
い
た
儀
式
で
も
あ
っ
た
。
筆
者
は
、
大
嘗
会
再
興
を
含
む
綱
吉
政
権
の
朝
儀
再
興
方
針
を
問
題
と
す
る
な
ら
ば
、
武
部
氏

の
よ
う
に
立
太
子
節
会
再
興
を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
た
方
が
よ
い
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
と
も
に
皇
位
継
承
関
係
の
儀
式
で
あ
り
な
が
ら
、

立
太
子
節
会
再
興
と
大
嘗
会
再
興
と
の
間
に
は
四
年
の
開
き
が
あ
り
、
そ
の
四
年
間
、
綱
吉
政
権
の
朝
儀
再
興
方
針
が
同
じ
と
は
限
ら
ず
、
先

行
研
究
が
大
嘗
会
再
興
を
根
拠
に
述
べ
た
霊
元
天
皇
の
意
思
と
幕
府
の
政
策
転
換
も
、
綱
吉
政
権
期
の
傾
向
と
し
て
一
般
化
で
き
る
と
は
限
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
武
部
氏
の
論
文
も
、
立
太
子
節
会
再
興
の
際
の
幕
府
に
よ
る
経
費
柔
艶
方
針
が
大
嘗
会
再
興
に
影
響
し
て
い
る
と

　
　
　
　
④

指
摘
す
る
が
、
幕
府
が
両
儀
式
の
再
興
を
条
件
つ
き
な
が
ら
も
最
終
的
に
容
認
し
た
背
景
を
解
明
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
嘗
会
再
興
の

背
景
を
多
角
的
に
考
察
す
る
た
め
に
も
、
立
太
子
節
会
の
再
興
過
程
を
具
体
的
に
論
じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
立
太
子
節
会
再
興
に
つ
い
て
は
既
に
米
田
雄
介
氏
と
久
保
貴
子
氏
も
言
及
し
て
い
る
が
、
両
氏
と
も
立
太
子
節
会
再
興
の
事
実
と
幕

府
の
費
用
負
担
を
述
べ
る
も
の
の
、
な
ぜ
立
太
子
節
会
の
再
興
が
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
な
ぜ
幕
府
が
費
用
を
負
担
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⑤

し
て
ま
で
再
興
を
容
認
し
た
の
か
を
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
も
久
保
氏
は
立
太
子
節
会
の
再
興
過
程
を
遠
島
天
皇
の
「
「
院
政
」
実
現
」
路
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
「
儀
式
典
礼
の
再
興
な
ど
を
実
現
し
て
自
己
の
力
を
誇
示
す
る
」
路
線
の
一
環
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、
立
太
子
節
会
再
興
に
至
る
政
治

過
程
は
、
慎
重
に
検
討
し
た
方
が
よ
い
。
ま
ず
、
次
の
史
料
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。
【
史
料
一
】
は
関
白
一
条
聖
経
（
の
ち
兼
輝
と
改
名
）
の

日
記
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
十
二
月
九
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑦

　
　
【
史
料
～
】

　
　
　
　
　
　
（
近
衛
基
煕
）
（
鷹
同
雅
熈
）
（
鷹
黒
房
輔
）
　
　
（
花
山
院
定
誠
．
千
種
宥
能
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
綱
吉
）

　
依
召
参
内
、
左
府
・
内
府
・
前
殿
下
被
参
、
以
両
伝
被
仰
出
云
、
儲
君
宮
東
宮
事
、
御
再
興
既
勅
問
将
軍
家
、
可
被
曝
叡
慮
旨
言
上
、
働
来
春
欲
被
行

　
立
太
子
后
節
会
、
可
得
其
意
者
、
各
奏
大
慶
由
、
有
御
前
召
、
奏
弥
重
旨
、
退
軍
、
（
以
下
略
）

　
こ
れ
は
「
儲
君
宮
」
が
「
東
宮
」
と
な
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
立
太
子
」
の
「
御
再
興
」
に
つ
い
て
、
将
軍
綱
吉
か
ら
朝
廷
に
「
可
被
任
叡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

慮
」
と
の
返
答
が
あ
っ
た
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
儲
君
宮
」
と
「
東
宮
」
が
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
、
ま
ず
【
史
料
一
】
に

至
っ
た
過
程
を
把
握
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来
の
近
世
の
制
度
な
ら
ば
、
皇
位
継
承
者
の
表
示
は
「
儲
君
」
の
呼
称
で
充
分
で
あ
っ
た
か
ら

　
　
⑨

で
あ
る
。
【
史
料
二
】
は
【
史
料
一
】
の
約
一
年
十
ヶ
馬
前
に
あ
た
る
『
兼
業
公
記
』
の
延
宝
九
年
（
｝
六
八
一
）
二
月
十
六
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑩

　
　
【
史
料
二
】

　
（
難
波
宗
量
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
山
院
定
誠
・
千
種
有
能
）

　
左
衛
門
督
為
　
勅
使
入
来
、
謁
之
、
被
伝
勅
語
云
、
今
度
両
伝
下
向
序
、
女
御
立
后
事
、
今
度
有
沙
汰
、
被
定
儲
君
五
宮
云
々
、
為
女
御
之
御
養
子
被
行
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
起
）

　
王
宣
下
、
其
已
後
風
景
立
后
、
親
王
宣
下
之
前
例
、
錐
有
少
々
、
宣
下
以
後
算
当
連
綿
旨
被
仰
遣
、
又
武
家
伝
奏
以
小
倉
大
納
言
可
被
目
貫
旨
武
家
申
之
、

　
　
　
彼
卿

　
然
而
○
不
協
叡
慮
事
少
々
有
之
、
可
有
如
何
哉
旨
被
仰
遣
、
此
等
事
若
於
関
東
老
中
難
燃
相
尋
者
、
如
叡
慮
可
申
返
答
云
々

　
す
な
わ
ち
、
右
大
臣
・
一
条
冬
期
が
江
戸
下
向
前
に
老
中
の
質
問
に
備
え
、
山
元
天
皇
か
ら
指
示
（
「
勅
語
扁
）
を
受
け
て
い
る
場
面
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
当
時
、
五
宮
を
「
儲
君
」
に
定
め
、
五
宮
を
「
女
御
」
鷹
司
房
子
の
「
御
養
子
」
と
し
、
五
宮
に
「
親
王
宣
下
」
を
行
っ
て
か
ら

「
女
御
」
を
「
立
后
」
す
る
計
画
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
の
天
皇
の
発
言
に
「
東
宮
」
や
「
立
太
子
」
の
文
言
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
天
和
二
年
（
～
六
八
二
）
十
二
月
の
【
史
料
一
】
に
は
「
立
太
子
后
節
会
」
と
あ
っ
た
か
ら
、
【
史
料
一
】
よ
り
約
一
年
十
ヶ
月
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前
の
【
史
料
二
】
は
、
霊
妙
天
皇
ら
の
当
初
計
画
が
立
太
子
の
検
討
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
【
史
料
一
】
よ
り

約
八
ヶ
月
物
前
の
天
和
二
年
（
一
六
八
工
）
三
月
二
十
五
B
に
な
っ
て
も
、
同
じ
く
一
条
冬
経
が
日
記
に
「
今
度
五
宮
儲
君
事
、
依
相
談
関
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

被
定
之
、
又
女
御
立
后
事
同
被
定
了
」
と
記
し
、
い
ま
だ
立
太
子
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
霊
元
天
皇
ら
は
少
な
く
と
も
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
三
月
二
十
五
日
ま
で
は
「
儲
霜
」
治
定
と
「
立
后
」
に
よ
る
五
宮
皇

位
継
承
者
化
計
薗
を
進
め
て
い
た
が
、
【
史
料
一
】
の
同
年
十
二
月
九
日
ま
で
に
、
「
儲
君
」
の
「
東
宮
」
化
を
追
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
こ
の
約
八
ヶ
月
半
が
立
太
子
節
会
要
請
の
背
景
と
関
連
し
て
い
る
と
筆
者
は
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
示
す
史
料
の
一

つ
が
、
門
史
料
三
】
の
『
兼
輝
公
記
』
天
和
二
年
（
一
六
八
；
九
月
五
日
条
に
記
さ
れ
た
白
川
雅
喬
の
発
雷
と
～
条
冬
経
の
感
想
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑫

　
　
【
史
料
三
】

　
（
白
規
雅
喬
）
　
（
天
和
二
年
九
月
）

　
二
位
語
云
、
今
月
二
日
夜
、
禁
裏
常
御
所
・
小
御
所
邊
鳴
動
、
其
事
避
雷
窪
、
又
常
御
所
・
女
御
殿
等
牛
割
、
火
焔
出
、
凝
着
如
炎
上
、
終
夜
不
平
、
翌
日

　
　
　
　
　
無
慈
云
々

　
朝
見
之
、
如
常
、
内
侍
所
刀
自
等
髄
聞
之
、
見
之
、
又
御
門
警
固
武
士
見
火
焔
、
奔
走
、
然
而
近
臣
・
武
家
伝
奏
以
口
舌
言
破
之
、
不
及
奏
達
、
無
何
御
慎

　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ

　
　
　
　
（
延
宝
九
年
・
天
灘
元
年
X
廃
力
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
和
元
年
十
二
月
十
三
日
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
元
天
皇
）

　
云
々
、
偶
案
之
、
虫
年
被
発
一
宮
、
以
五
宮
食
置
立
儲
君
、
以
来
奇
粧
変
異
連
続
、
就
中
、
去
冬
内
宮
炎
上
、
骨
面
如
醜
態
勝
景
、
如
何
、
　
主
上
改
過
、

　
可
被
脩
徳
行
欲
、

　
こ
こ
か
ら
は
、
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月
の
雰
囲
気
と
し
て
、
延
宝
九
年
・
天
和
元
年
（
一
六
八
　
）
に
行
わ
れ
た
と
い
う
廃
　
筥
以
来
、

「
薩
変
異
」
が
連
続
し
・
同
年
末
の
伊
勢
神
宮
内
宮
炎
雄
も
そ
の
延
長
線
上
に
墾
ら
れ
る
状
況
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
廃
力
）

　
抑
も
一
条
の
い
う
「
去
年
被
発
＝
呂
、
以
五
宮
欲
被
立
儲
君
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
指
す
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

「
小
倉
事
件
」
と
そ
れ
に
伴
う
「
五
宮
儲
君
問
題
」
と
し
て
既
に
久
保
貴
子
氏
が
分
析
し
て
い
る
が
、
同
氏
に
よ
る
と
当
該
問
題
に
言
及
し
た

史
料
は
左
大
臣
・
近
衛
基
熈
の
日
記
の
み
で
あ
る
と
い
い
、
霊
元
天
皇
の
第
～
皇
子
の
＝
呂
は
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
九
月
十
七
日
の
夜
に

外
祖
父
・
小
倉
実
起
邸
よ
り
移
動
さ
せ
ら
れ
た
が
、
か
つ
て
一
宮
の
儲
鴛
化
が
女
御
・
鷹
司
房
子
に
男
子
誕
生
の
な
い
場
合
と
い
う
条
件
つ
き

な
が
ら
後
水
尾
法
皇
ら
の
意
向
に
よ
っ
て
内
定
さ
れ
て
幕
府
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
経
緯
も
あ
っ
て
事
態
は
複
雑
化
し
、
松
木
宗
条
の
息
女
と
天
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皇
と
の
間
に
皇
子
・
皇
女
が
生
ま
れ
、
天
皇
の
気
持
ち
も
松
木
息
女
所
生
の
皇
子
（
五
宮
）
に
う
つ
っ
た
こ
と
が
複
雑
化
に
拍
車
を
か
け
た
こ

と
、
近
衛
自
身
は
、
当
時
の
武
家
伝
奏
・
花
山
院
定
誠
ら
が
そ
の
よ
う
な
天
皇
の
感
情
に
取
り
入
り
、
他
の
皇
子
を
次
々
に
出
家
・
入
寺
さ
せ

る
段
取
り
を
し
、
＝
呂
に
つ
い
て
は
大
覚
寺
へ
入
寺
さ
せ
る
こ
と
を
幕
府
へ
申
し
入
れ
、
一
宮
の
大
覚
寺
入
寺
が
幕
府
の
意
向
と
し
て
披
露
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
た
も
の
の
、
一
宮
と
外
祖
父
の
小
倉
の
抵
抗
に
よ
り
天
皇
の
逆
鱗
に
触
れ
た
も
の
と
観
測
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
「
小
倉
事
件
」
の
始
ま
り
だ
が
、
久
保
氏
は
同
事
件
に
つ
い
て
、
天
皇
が
松
木
息
女
所
生
の
五
宮
へ
の
皇
位
継
承
を
望
ん
だ
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

い
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
「
一
宮
継
躰
は
故
後
水
尾
法
皇
ら
に
よ
っ
て
内
約
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
を
覆
す
こ
と
自
体
、
法
皇
を
超
え
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

と
す
る
霊
元
天
皇
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
見
て
い
る
。

　
久
保
氏
の
説
明
の
特
徴
は
、
天
皇
ら
の
意
図
に
注
目
し
た
点
だ
が
、
同
氏
は
「
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
段
階
で
、
天
皇
側
が
小
倉
事
件
を

引
き
起
こ
す
ほ
ど
強
引
な
手
段
を
と
り
え
た
の
は
、
幕
府
か
ら
一
宮
の
大
覚
寺
門
跡
附
弟
の
承
諾
を
得
て
い
た
か
ら
」
と
指
摘
し
つ
つ
も
、

「
残
念
な
こ
と
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
幕
府
側
の
記
録
が
発
見
で
き
ず
、
幕
府
の
姿
勢
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
と
し
て
幕
府
の
意
図

　
　
　
　
　
　
　
⑰

を
解
明
し
な
い
た
め
、
一
連
の
動
き
を
天
皇
ら
の
動
き
の
み
で
評
価
し
て
い
る
。
だ
が
、
「
小
倉
事
件
」
は
皇
位
継
承
者
問
題
で
も
あ
り
、
天

皇
ら
の
意
図
は
勿
論
、
一
宮
の
儲
君
化
を
内
定
し
な
が
ら
同
点
の
排
斥
を
容
認
し
た
幕
府
の
意
図
の
方
が
重
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

久
保
氏
は
「
小
倉
事
件
」
の
記
録
と
し
て
『
基
熈
公
記
』
の
み
を
挙
げ
る
が
、
他
の
日
記
か
ら
は
＝
呂
の
移
動
の
様
子
が
具
体
的
に
判
明
し
、

そ
こ
で
の
幕
府
の
関
与
が
顕
著
だ
か
ら
で
あ
る
。
次
の
史
料
は
東
園
貴
書
の
日
記
の
延
宝
九
年
（
｝
六
八
一
）
九
月
十
七
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑲

　
　
【
史
料
四
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
信

　
入
夜
、
伝
聞
、
昨
日
・
今
日
、
両
三
度
、
於
阿
野
黄
門
被
遺
小
倉
亭
、
＝
呂
可
有
御
参
内
由
度
々
難
被
仰
出
、
無
御
参
之
間
、
入
団
参
入
、
取
出
嫌
了
云
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
規
　
　
　
　
　
実
通
　
　
　
　
　
方
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
信
濃
守
、
成
久
）

　
近
頃
之
騒
動
也
、
菊
亭
右
大
将
・
三
条
亜
相
・
甘
露
黄
門
等
参
、
其
外
取
次
三
人
、
鳥
飼
侍
廿
人
、
仕
丁
組
入
以
上
、
人
数
六
十
人
余
、
石
州
信
乃
守
騎
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
冬

　
　
二
而
、
為
御
迎
手
者
五
十
斗
参
云
々
、
則
飛
鳥
井
中
将
舟
橋
屋
敷
へ
被
奉
入
、
警
固
武
士
警
衛
云
々
、
如
何
、
此
後
之
義
恐
入
事
也

　
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
小
倉
邸
に
差
遣
さ
れ
た
者
た
ち
が
、
公
卿
型
名
と
そ
れ
に
付
き
従
う
鳥
飼
侍
・
仕
丁
ら
を
あ
わ
せ
て
六
十
名
程
、
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天和・貞享期の綱吉政権と天皇（野村）

そ
し
て
騎
馬
の
禁
裏
附
・
石
川
成
久
と
そ
れ
に
率
い
ら
れ
た
「
御
迎
手
」
が
五
十
滋
養
の
合
計
百
十
是
程
で
あ
っ
た
点
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
単

に
＝
鼠
を
他
所
へ
移
動
さ
せ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
幕
府
の
承
認
の
下
で
の
実
力
行
使
で
あ
る
。
一
宮
の
連
行
と
押
し
込
め
ば
天
皇
の
意

思
は
も
ち
ろ
ん
、
幕
府
の
意
思
で
も
あ
っ
た
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
天
皇
の
意
思
と
幕
府
の
意
思
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
捉
え

れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
『
基
金
公
記
』
の
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
九
月
二
十
日
条
の
記
述
は
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
⑳

　
　
【
史
料
五
】

　
　
　
　
　
（
隆
貞
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
忠
昌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
和
改
元
）

　
招
油
小
路
前
大
納
言
云
、
（
中
略
）
、
但
戸
田
越
前
守
以
私
所
存
、
小
倉
等
罪
科
之
儀
も
前
論
、
御
延
引
可
憐
之
由
令
申
沙
汰
之
重
扇
談
合
由
示
之
、
猶
明
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
実
起
）

　
可
必
定
旨
也
云
々
、
且
又
小
倉
織
相
可
為
流
罪
由
治
定
欲
、
今
度
之
儀
、
必
不
可
及
　
主
上
御
沙
汰
、
従
武
家
～
向
可
罰
行
、
昌
々
公
家
之
御
沙
汰
不
可
有

　
　
　
　
（
戸
田
忠
昌
）

　
之
由
、
越
前
守
申
入
云
々
、

　
す
な
わ
ち
、
油
小
路
隆
貞
に
よ
れ
ば
、
京
都
所
司
代
・
戸
田
忠
昌
の
個
人
的
見
解
と
し
て
、
当
時
検
討
さ
れ
て
い
た
天
和
改
元
は
「
小
倉
等

罪
科
之
儀
」
も
あ
る
こ
と
か
ら
「
延
引
」
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
と
い
い
、
小
倉
に
つ
い
て
は
「
流
罪
」
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
が
、
愈
愈
の
処
断
は
「
主
上
御
沙
汰
」
や
「
公
家
之
御
沙
汰
」
で
は
な
く
「
従
武
家
一
向
可
申
行
」
で
あ
る
旨
が
申
し
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
。

京
都
所
司
代
は
、
天
皇
と
公
家
の
処
断
権
を
否
定
し
、
あ
く
ま
で
も
幕
府
の
判
断
と
し
て
小
倉
の
「
流
罪
」
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
で
あ
る
。
い
っ
た
い
「
小
倉
等
罪
科
之
儀
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
勧
修
寺
経
始
の
日
記
『
勧
慶
日

記
』
の
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
十
月
二
十
三
日
条
に
は
、
京
都
所
司
代
名
の
武
家
伝
奏
宛
覚
書
が
次
の
よ
う
に
写
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑳

　
　
門
史
料
六
】

　
　
　
　
　
（
忠
昌
）
　
　
　
　
　
　
（
前
脱
力
、
実
益
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
実
起
）
　
（
小
倉
公
連
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
脱
力
、
嗣

　
所
司
戸
田
越
前
守
覚
書
　
小
倉
大
納
言
殿
背
　
勅
命
、
不
届
被
思
召
候
、
依
之
、
大
納
早
口
殿
・
同
割
相
殿
・
頭
髪
刑
部
大
輔
殿
佐
渡
嶋
左
遷
、
藪
大
納
言

　
孝
）
　
　
（
前
脱
力
、
挙
定
）

　
殿
・
中
園
宰
相
殿
此
両
人
者
閉
門
被
仰
付
田
熊
、
自
江
芦
申
面
付
而
、
今
日
於
私
宅
葉
張
江
上
意
之
趣
申
渡
候
、
右
之
段
、
為
可
得
御
意
、
第
二
御
座
候
、

　
以
上

　
　
天
和
元
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（
忠
昌
）

　
　
　
十
月
廿
三
日
　
戸
田
越
前
守

　
　
　
　
　
　
（
定
誠
）

　
　
　
花
山
院
前
大
納
言
殿

　
　
　
　
　
（
有
能
）

　
　
　
千
種
前
大
納
琶
殿

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
倉
と
そ
の
親
族
は
、
「
勅
命
」
違
反
の
廉
で
罪
刑
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
「
勅
命
」
違
反
と
は
、
一
宮
の
大
覚
寺
入
寺

拒
否
の
件
な
の
か
、
そ
れ
と
も
【
史
料
四
】
に
あ
る
一
宮
の
参
内
拒
否
の
件
な
の
か
、
あ
る
い
は
両
方
な
の
か
は
ま
だ
判
然
と
し
な
い
が
、
重

要
か
つ
不
思
議
な
点
は
、
幕
府
が
一
宮
の
儲
君
化
を
内
定
し
な
が
ら
、
一
宮
の
外
祖
父
ら
を
実
際
に
処
断
し
た
点
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
物
事
を
振
り
返
る
と
、
抑
も
こ
の
～
宮
は
寛
文
十
～
年
（
｝
六
七
｝
）
の
出
生
当
初
か
ら
朝
廷
内
に
お
い
て
も
幕
府

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
且
常
）

と
の
関
係
に
お
い
て
も
特
異
な
取
り
扱
い
を
受
け
た
皇
子
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
当
時
の
武
家
伝
奏
・
中
院
聖
歌
の
日
記
に
は
「
服
部
備
後
守

入
来
金
橋
・
（
中
略
）
・
此
次
中
里
血
ハ
侍
御
産
之
事
様
之
・
今
度
於
江
戸
令
沙
汰
難
処
隠
欝
前
之
由
也
・
轟
両
人
不
取
持
之
・
．
灘

常
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

守
又
不
知
笹
分
可
然
欲
、
備
後
守
云
、
然
者
不
存
分
可
仕
也
」
と
あ
り
、
禁
裏
附
の
発
言
と
し
て
、
当
時
の
家
構
政
権
が
中
納
言
典
侍
の
出
産

を
「
隠
密
」
に
取
り
扱
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
武
家
伝
奏
も
禁
裏
附
も
出
産
に
関
知
し
な
い
こ
と
が
申
し
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
治
勝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
）

＝
呂
の
誕
生
時
に
も
確
認
で
き
、
同
じ
く
『
中
院
思
想
日
記
』
に
は
「
此
間
、
勢
多
大
判
事
来
、
密
々
申
云
、
中
納
言
典
侍
実
起
無
謬
夜
前
若
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

誕
生
之
聖
帝
之
、
依
為
密
々
御
沙
汰
、
不
及
参
内
」
と
あ
っ
て
、
一
宮
が
無
事
に
誕
生
し
て
も
「
密
々
御
沙
汰
」
の
扱
い
に
よ
り
参
内
に
及
ば

ず
と
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
一
宮
に
限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
、
例
え
ば
愛
宕
大
福
息
女
・
源
内
侍
所
生
の
二
宮
誕
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
後
水
尾
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
（
滴

に
際
し
て
は
『
中
院
通
茂
日
記
』
に
「
一
、
源
内
侍
事
、
窺
法
皇
候
処
、
流
産
徳
義
不
可
有
之
、
但
万
端
可
為
妨
欲
、
可
相
談
伝
奏
・
永
井
伊

庸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
院
逓
茂
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
資
）

賀
守
由
仰
云
々
、
侃
予
申
云
、
不
及
相
談
於
日
野
、
万
端
之
禅
室
平
幕
一
事
、
被
遺
於
道
理
僻
事
、
無
謬
妨
、
流
産
之
義
於
無
之
事
者
、
書
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

又
妨
也
、
可
有
於
叡
慮
欲
之
由
申
入
了
」
と
あ
り
、
二
宮
の
流
産
を
止
め
る
後
水
尾
法
皇
の
発
言
が
記
録
さ
れ
、
霊
元
天
皇
の
庶
子
の
処
遇
に

神
経
を
尖
ら
せ
る
周
囲
の
様
子
が
看
取
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
弘
資
）

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
背
景
に
は
、
寛
文
十
三
年
（
～
六
七
三
）
の
女
御
・
鷹
司
房
子
の
懐
妊
を
め
ぐ
り
『
中
院
通
茂
日
記
』
が
「
向
日
野
、
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（
永
井
尚
庸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
司
房
子
）

向
伊
州
雷
談
、
（
申
略
）
、
伊
州
被
談
云
、
一
、
女
御
御
懐
妊
金
沙
汰
也
、
如
何
之
由
也
、
髄
不
知
之
由
答
之
、
皇
子
於
御
誕
生
、
夏
扇
儲
君
軟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

法
皇
禁
中
気
色
可
聞
之
由
也
」
と
記
す
よ
う
に
、
女
御
が
男
子
を
出
産
す
れ
ば
、
そ
の
子
が
「
儲
君
」
に
な
る
と
い
う
観
測
の
存
在
が
あ
っ
た

　
　
≧
　
　
≧

だ
ろ
う
。
そ
の
延
長
線
上
に
、
久
保
氏
の
指
摘
し
た
、
女
御
・
鷹
司
房
子
に
男
子
誕
生
の
な
い
場
合
と
い
う
条
件
つ
き
の
後
水
尾
法
皇
ら
に
よ

る
＝
呂
儲
君
内
定
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
点
は
、
当
時
ま
だ
女
御
に
は
男
子
懐
妊
の
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

も
し
女
御
所
生
の
皇
子
へ
の
皇
位
継
承
優
先
の
原
則
が
後
水
尾
法
皇
存
命
中
に
存
在
し
た
な
ら
ば
、
や
は
り
＝
呂
ら
庶
子
は
内
々
の
存
在
と
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
小
倉
ら
が
思
う
ほ
ど
に
一
宮
の
儲
君
内
定
は
確
実
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況

下
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
○
）
に
後
水
尾
法
皇
と
徳
川
家
綱
が
相
次
い
で
病
没
し
、
し
か
も
松
木
息
女
所
生
の
五
宮
を
溺
愛
す
る
霊
元
天
皇
の

　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

感
情
と
い
う
要
素
も
加
わ
り
、
一
宮
を
め
ぐ
る
情
勢
は
寛
文
・
延
宝
期
か
ら
天
和
期
に
か
け
て
大
き
く
変
化
し
た
。
と
く
に
女
御
所
生
の
皇
子

を
皇
位
継
承
者
と
す
べ
き
と
の
方
針
を
南
元
天
皇
自
身
が
放
棄
し
た
こ
と
が
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
内
々
の
存
在
で
あ
っ
た
～
宮
ら
の
処
遇
は
、

心
元
天
皇
が
自
ら
の
意
思
を
貫
こ
う
と
す
る
限
り
、
何
ら
か
の
結
論
が
出
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
論
が
一
宮
の
排
斥
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
宮
中
に
お
い
て
も
、
そ
の
排
斥
が
歓
迎
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
【
史
料
三
】
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

　
だ
が
、
そ
こ
で
幕
府
が
動
き
、
天
皇
に
手
を
貸
し
た
理
由
は
依
然
不
明
で
あ
る
。
将
軍
の
変
わ
っ
た
ば
か
り
の
幕
府
は
、
天
皇
家
に
お
け
る

一
宮
の
排
斥
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
何
故
そ
れ
を
容
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
解
明
し
な
け
れ
ば
、
五
宮
を
儲
君
・
東
宮
と
し
、

こ
れ
ま
で
必
要
の
な
か
っ
た
立
太
子
節
会
を
再
興
す
る
天
皇
の
行
動
を
幕
府
が
容
認
し
た
理
由
も
不
明
の
ま
ま
と
な
る
。
次
章
で
詳
し
く
検
討

し
よ
う
。

①
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑥
高
埜
「
江
戸
幕
府
の
朝
廷
支
配
」
六
五
頁
、
前
掲

　
「
は
じ
め
に
」
註
⑬
高
埜
コ
八
世
紀
前
半
の
日
本
」
二
八
頁
～
二
九
頁
、
前
掲

　
「
は
じ
め
に
」
註
⑫
高
埜
「
元
禄
の
社
会
と
文
化
」
六
一
頁
～
六
三
頁
。

②
武
部
敏
夫
門
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」
（
噸
書
陵
部
紀
要
』
第
四
号
、

　
一
九
五
四
年
三
月
）
五
六
頁
。

③
前
掲
註
②
武
部
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」
五
六
頁
。
日
本
学
士
院

　
編
『
帝
室
制
度
史
』
第
四
巻
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）
第
一
編
第
二
章
第

　
四
節
第
一
款
。

④
前
掲
註
②
武
部
「
貞
享
度
大
嘗
会
の
再
興
に
つ
い
て
」
五
八
頁
。

⑤
米
田
雄
介
「
朝
儀
の
再
興
」
（
辻
達
也
編
『
日
本
の
近
世
2
天
皇
と
将
軍
㎞
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中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
一
七
三
頁
～
一
七
四
頁
と
一
七
八
頁
一
　
七
九
頁
。

　
久
保
貴
子
魍
近
世
の
朝
廷
運
営
－
煙
幕
関
係
の
展
開
－
瞼
（
岩
田
書
院
、
一

　
九
九
八
年
）
一
一
三
頁
一
一
一
四
頁
と
一
【
九
頁
～
＝
一
〇
頁
。

⑥
前
掲
註
⑤
久
保
欄
近
世
の
朝
廷
運
営
』
二
九
頁
～
＝
6
頁
。

⑦
『
油
鼠
公
記
隔
八
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
天
和
二
年
十
二
月

　
九
日
条
。

⑧
葡
掲
註
⑤
米
田
「
朝
儀
の
再
興
」
一
七
八
頁
は
儲
君
と
皇
太
子
の
呼
称
の
別
を

　
扱
う
が
、
「
も
っ
と
も
儲
君
の
治
定
は
江
戸
晴
代
の
当
初
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た

　
の
で
は
な
く
、
霊
元
天
皇
の
と
き
に
皇
太
子
冊
立
の
儀
が
再
興
さ
れ
る
が
、
そ
の

　
皇
太
子
冊
立
に
先
立
っ
て
、
儲
君
の
制
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
」
と
す
る
点

　
は
誤
解
で
あ
る
。
註
⑨
で
後
述
の
よ
う
に
、
儲
君
の
呼
称
は
寛
永
期
か
ら
確
認
で

　
き
る
。

⑨
「
儲
瘤
扁
の
呼
称
は
少
な
く
と
も
寛
永
期
に
は
既
に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

　
従
来
の
近
世
の
制
度
な
ら
ば
、
「
儲
慰
」
治
定
が
皇
位
継
承
者
の
表
示
で
あ
っ
た
。

　
拙
著
㎎
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
㎞
（
清
文
堂
、
二
〇
〇
六
年
）
一
八
一
頁

　
～
一
八
二
頁
。

⑩
噸
兼
輝
公
記
』
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
延
宝
九
年
二
月
十

　
六
目
条
。

⑪
欄
兼
輝
公
記
』
七
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
天
和
二
年
三
月
二

　
十
五
日
条
。

⑫
前
掲
註
⑦
『
兼
輝
公
記
』
八
、
天
和
二
年
九
月
五
日
条
。

⑬
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
の
伊
勢
神
宮
内
宮
炎
上
と
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）

　
の
公
卿
勅
使
派
遣
に
つ
い
て
は
、
藤
田
覚
『
近
世
政
治
史
と
天
皇
睡
（
吉
塀
弘
文

　
館
、
一
九
九
九
年
）
一
六
四
頁
～
一
七
王
頁
に
詳
し
い
。

⑭
前
掲
註
⑤
久
保
噸
近
世
の
朝
廷
運
営
』
＝
○
頁
一
＝
三
頁
。

⑮
　
前
掲
註
⑤
久
保
欄
近
世
の
朝
廷
運
営
』
一
　
一
頁
～
一
＝
二
頁
。

⑯
前
掲
註
⑤
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
臨
＝
四
頁
。

⑰
前
掲
註
⑤
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
隔
＝
三
頁
と
＝
δ
頁
。

⑱
前
掲
註
⑤
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
転
＝
二
頁
一
＝
三
頁
。

⑲
『
基
量
卿
記
輪
九
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
原
本
）
延
宝
九
年
九
月
十
七
日
条
。

⑳
『
基
熈
公
記
㎞
八
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
財
団
法
人
陽
明
文

　
庫
原
蔵
）
延
宝
九
年
九
月
二
十
日
条
。

⑳
　
　
『
勧
慶
日
記
㎞
二
十
五
（
魍
勧
修
毒
家
旧
蔵
記
録
睡
四
七
二
、
東
京
大
学
史
料

　
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
原
潜
）
天
和
元
年
十
月
二
十
三
日

　
条
。

⑫
　
　
隅
中
院
翌
翌
日
記
轍
三
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
原
本
）
寛
文
十
一
年
四

　
月
十
九
日
条
。

⑬
　
　
『
中
院
通
茂
日
記
㎞
五
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
原
本
）
寛
文
十
一
年
八

　
月
十
七
日
条
。

⑳
　
　
山
中
南
通
茂
日
記
隔
十
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
原
本
）
寛
文
十
二
年
五

　
月
五
日
条
。

⑳
　
　
欄
中
院
通
茂
日
記
臨
十
四
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
原
本
）
寛
文
十
三
年

　
二
月
十
六
日
立
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
元
天
崖
）

⑯
　
前
掲
註
⑪
咽
兼
輝
公
記
』
七
の
天
和
二
年
六
月
二
十
三
目
条
に
は
マ
図
上
依
儲

　
　
（
二
目
二
条
息
女
）
　
　
　
n
五
宮
）

　
君
亡
母
忍
声
寵
愛
、
愛
幸
儲
君
之
甚
」
と
あ
る
。

⑳
　
前
掲
註
⑳
塞
熈
公
記
』
八
、
延
宝
九
年
九
月
十
八
日
条
。
な
お
、
石
田
俊
氏

　
は
前
掲
註
⑨
拙
著
『
日
本
近
世
国
家
の
確
立
と
天
皇
臨
へ
の
批
判
と
し
て
、
寛
文

　
期
か
ら
延
宝
期
に
か
け
て
の
「
幕
府
の
皇
位
管
理
の
あ
り
方
を
総
合
的
に
論
じ
る

　
必
要
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
石
田
俊
「
野
村
玄
著
胃
口
綿
近
世
国
家
の
確
立
と
天

　
皇
ヒ
（
魍
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
睡
第
二
七
〇
号
、
二
〇
〇
八
年
四
月
）
二
〇

　
頁
。
本
稿
は
、
そ
の
よ
う
な
石
田
氏
の
批
判
を
真
撃
に
受
け
と
め
、
同
氏
か
ら
の

　
批
判
に
応
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
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果
た
し
て
幕
府
は
、
天
皇
家
に
お
け
る
＝
呂
の
排
斥
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
何
故
そ
れ
を
容
認
し
た
の
か
。
こ
の
点
は
、
幕
府
が
天
皇
の

推
す
五
宮
の
儲
君
化
・
東
宮
化
を
容
認
し
た
背
景
と
も
関
わ
る
が
、
次
の
『
江
戸
幕
府
日
記
』
か
ら
は
、
そ
の
事
情
の
一
端
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　
①

　
　
【
史
料
七
】
（
門
1
1
平
出
）

　
　
　
（
霊
元
天
皇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
脱
力
、
実
起
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
実
起
）

　
　
一
、
当
今
之
　
一
宮
御
事
、
外
祖
父
小
倉
大
納
言
方
二
壮
蚕
御
座
之
処
、
大
納
言
御
養
育
之
仕
形
不
宜
、
其
上
、
為
御
養
生
不
相
伺
　
叡
慮
、
御
灸
治
等
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷹
司
房
子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝕
）

　
之
、
且
亦
、
此
　
宮
　
女
御
之
御
腹
二
而
も
書
卓
、
剰
喰
降
誕
肇
論
難
漫
遊
御
難
　
帝
、
幸
「
当
今
宮
方
々
之
内
、
大
覚
寺
御
門
跡
御
弟
子
御
日
付
、
可
被

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
誠
）
　
　
　
　
　
　
（
有
能
）
　
　
　
　
　
　
（
忠
畠
）

　
遣
哉
与
、
当
春
書
伝
　
脚
高
山
院
前
大
納
言
・
千
種
前
大
納
言
井
戸
田
越
前
守
参
府
之
節
、
被
　
仰
進
之
付
而
、
可
被
爆
　
叡
慮
賞
誉
　
仰
遣
処
、
小
倉
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
田
忠
昌
）

　
納
書
及
難
渋
、
背
　
勅
命
、
～
宮
参
「
内
無
時
様
二
仕
、
其
身
迫
所
労
之
由
二
而
、
朝
参
不
仕
段
、
甚
　
逆
鱗
之
旨
、
越
前
守
江
戸
江
言
上
難
処
、
背
「
勅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
倉
公
連
）
　
　
　
　
　
（
季
伴
）

　
命
之
段
、
重
畳
不
届
被
　
思
召
、
大
納
醤
井
子
宰
相
・
二
男
竹
芝
刑
部
大
輔
此
三
人
佐
州
江
左
遷
被
仰
付
之
旨
、
於
越
前
守
宅
　
上
意
里
謡
御
目
付
跡
部

　
（
良
隆
）
　
　
　
（
清
方
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
直
勝
）
　
　
　
　
（
重
次
）
　
　
　
　
（
成
久
）

　
民
部
・
高
井
作
左
衛
門
申
渡
之
、
京
都
町
奉
行
前
田
安
芸
守
・
井
上
丹
波
守
井
石
川
信
濃
守
列
座
也

　
す
な
わ
ち
、
外
祖
父
の
小
倉
が
一
宮
養
育
に
際
し
て
天
皇
の
許
可
な
く
一
宮
に
灸
を
施
し
た
こ
と
、
ま
た
一
宮
は
女
御
の
所
生
で
は
な
い
上

に
天
変
の
日
の
誕
生
な
の
で
皇
位
を
継
承
さ
せ
に
く
い
こ
と
、
そ
れ
故
に
一
宮
の
大
覚
寺
入
寺
が
朝
幕
間
で
合
意
さ
れ
た
が
、
小
倉
は
一
宮
を

参
内
さ
せ
ず
、
自
ら
も
参
内
し
な
か
っ
た
た
め
に
天
皇
の
逆
鱗
に
触
れ
、
幕
府
へ
小
倉
の
罪
状
が
告
げ
ら
れ
、
小
倉
ら
は
処
罰
さ
れ
た
と
い
う
。

　
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
第
一
章
の
暇
史
料
五
】
の
「
小
倉
等
罪
科
三
儀
」
及
び
【
史
料
六
】
の
「
勅
命
」
違
反
の
廉
が
、
小
倉
に
よ

る
一
宮
の
養
育
方
法
と
大
覚
寺
入
寺
拒
否
、
参
内
拒
否
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
幕
府
も
、
一
宮
の
出
生
・
養
育
環
境
を
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蝕
）

に
、
一
宮
を
皇
位
継
承
不
適
格
者
と
断
ず
る
天
皇
ら
の
意
向
に
同
調
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
【
史
料
七
】
に
一
宮
が
「
剰
喰
降
誕
」
と

あ
る
点
に
つ
い
て
は
、
一
宮
の
誕
生
日
で
あ
る
寛
文
十
一
年
（
＝
ハ
七
一
）
二
月
十
六
日
の
公
家
日
記
を
参
照
す
る
と
「
雨
天
、
月
蝕
、
子
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

リ
寅
二
至
、
（
中
略
）
、
皇
子
降
誕
、
毒
中
納
言
典
侍
、
小
倉
中
納
言
強
起
皇
女
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
…
宮
は
月
食
の
日
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
に
【
史
料
七
】
か
ら
は
、
従
来
不
明
で
あ
っ
た
幕
府
の
行
動
理
由
の
一
端
が
判
明
す
る
が
、
そ
の
一
方
で
筆
者
は
、
第
一
章
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
前
脱
力
、
実
起
）
③

【
史
料
二
】
に
「
又
武
家
伝
奏
以
小
倉
大
納
言
雌
蕊
補
哉
旨
武
家
申
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
幕
府
が
事
件
直
前
の
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
に
小

倉
を
武
家
伝
奏
に
推
挙
し
て
い
た
点
を
想
起
す
る
と
、
「
小
倉
事
件
」
を
め
ぐ
る
幕
府
の
行
動
理
由
は
【
史
料
七
】
の
み
で
即
断
で
き
ず
、
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
【
史
料
七
】
に
至
る
意
思
決
定
主
体
を
幕
府
と
表
記
す
る
だ
け
で
は
不
足
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
強
く
す
る
。

こ
の
点
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
勧
修
寺
経
慶
の
日
記
『
勧
慶
日
記
』
の
延
宝
九
年
目
…
六
八
一
）
九
月
二
十
三
日
条
は
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
④

　
　
【
史
料
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
田
正
俊
）
　
（
実
起
）

　
遠
方
之
間
、
上
方
之
儀
、
若
虚
説
可
相
聞
哉
と
無
心
元
候
、
実
否
明
白
二
達
候
様
二
草
書
旨
申
、
暫
而
被
へ
尋
云
、
小
倉
導
者
常
之
行
状
如
何
受
血
被
申
、

　
　
（
勧
修
寺
経
慶
）

　
　
へ
答
云
、
常
出
逢
語
儀
も
無
之
候
問
櫓
脚
、
乍
去
、
以
風
説
申
者
、
儒
学
被
蓋
候
由
、
善
悪
断
機
者
不
存
候
、
傍
異
情
有
之
様
二
沙
汰
申
候
、
立
時
被
申
云
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
田
正
俊
）

　
左
様
二
可
有
之
候
、
今
度
宮
之
儀
も
私
ナ
ト
ハ
不
覚
存
二
巴
被
曝
、
へ
傍
申
者
、
其
通
候
、
　
公
武
御
定
之
上
、
如
露
進
退
笑
止
二
存
候
、
第
～
者
宮
御
為

　
不
宜
由
各
申
由
申
処
、
へ
如
何
こ
も
其
通
二
候
、
此
外
難
有
雑
談
、
難
良
筆
否

　
江
戸
下
向
中
の
勧
修
寺
経
慶
と
大
老
・
堀
田
正
俊
と
の
会
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
堀
田
は
、
勧
修
寺
に
小
倉
実
際
の
素
行
を
尋
ね
た
後
、
「
今

　
　
　
　
　
（
堀
田
正
俊
）

十
一
之
儀
も
私
ナ
ト
ハ
不
宜
存
写
影
」
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ
を
う
け
て
勧
修
寺
は
、
一
宮
儲
君
化
は
「
公
武
御
定
」
の
件
で
あ
る
の
に
、
一

宮
の
「
如
此
進
退
」
は
「
笑
止
」
で
あ
り
、
＝
呂
の
た
め
に
よ
く
な
い
と
公
卿
達
も
話
し
て
い
る
と
応
じ
る
と
、
堀
田
は
「
如
何
こ
も
其
通
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

候
」
と
同
意
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
は
門
史
料
七
】
の
幕
府
の
判
断
に
つ
い
て
、
政
権
の
申
心
人
物
の
堀
田
は
懐
疑
的
・

否
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
【
史
料
七
】
の
判
断
を
し
た
人
物
は
当
時
の
政
権
構
成
か
ら
見
て
将
軍
綱
吉
以
外

に
あ
り
得
な
い
。
堀
田
は
勧
修
寺
と
の
会
話
の
中
で
当
時
の
綱
吉
の
対
天
皇
・
朝
廷
政
策
の
基
本
姿
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
⑥

　
　
【
史
料
九
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
綱
吉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
禁
中
方
諸
事
宜
儀
於
有
之
者
、
内
々
二
而
可
申
越
、
公
方
二
も
上
方
御
作
法
権
宜
様
こ
と
被
思
召
候
、
歯
並
里
謡
も
又
左
様
二
存
候
間
、
禁
中
能
候
へ
共
、

　
　
公
方
御
為
二
成
候
、
公
方
能
候
ヘ
ハ
、
禁
中
御
為
成
候
問
、
左
様
御
心
得
可
有
之
候
、
公
方
ハ
一
度
下
二
降
御
座
候
ヘ
ハ
、
下
之
精
能
御
存
知
候
而
、
末
々
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迫
之
儀
宜
様
こ
と
被
思
召
候

　
綱
吉
は
「
上
方
御
作
法
方
宜
様
こ
と
被
思
召
」
て
い
る
と
い
い
、
禁
中
が
よ
く
な
れ
ば
公
方
の
た
め
に
な
り
、
公
方
が
よ
く
な
れ
ば
禁
中
の

た
め
に
も
な
り
、
綱
吉
は
館
林
藩
主
を
経
て
お
り
、
下
々
の
事
情
に
詳
し
い
の
で
「
末
々
造
之
儀
宜
様
こ
と
被
思
召
」
て
い
る
と
い
う
。
こ
の

方
針
に
照
ら
せ
ば
、
綱
吉
は
「
小
倉
事
件
」
が
禁
中
の
よ
ろ
し
く
な
い
事
案
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
が
将
軍
自
身
の
た
め
に
も
な
ら
な
い

と
考
え
た
可
能
性
は
あ
り
、
第
一
章
の
門
史
料
二
】
で
幕
府
が
武
家
伝
奏
候
補
者
に
推
し
て
い
た
小
倉
が
他
な
ら
ぬ
幕
府
か
ら
直
ち
に
処
断
さ

れ
た
背
景
に
は
、
綱
吉
と
堀
田
と
の
間
に
小
倉
の
人
物
像
と
事
件
を
め
ぐ
る
見
解
の
相
違
が
あ
り
、
綱
吉
の
見
解
が
優
先
さ
れ
た
と
見
る
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
彗
星
や
日
食
・
月
食
な
ど
の
天
変
地
異
を
恐
れ
た
綱
吉
の
性
格
も
影
響
し
、
綱
吉
側
に
天
皇
ら
の
事
件
説

明
を
受
け
容
れ
、
一
宮
の
存
在
を
否
定
的
に
捉
え
る
素
地
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
で
は
、
綱
吉
が
＝
呂
を
排
斥
し
、

天
皇
の
推
す
五
宮
の
儲
君
化
・
菓
宮
化
を
容
認
し
た
ね
ら
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
点
を
考
察
す
る
前
に
、
＝
畠
を
排
斥

し
た
「
小
倉
事
件
」
後
、
五
宮
の
儲
君
化
路
線
を
進
め
た
天
皇
側
が
、
さ
ら
に
五
宮
の
東
宮
化
を
追
加
要
請
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な

ら
な
い
。
従
来
の
近
世
の
制
度
な
ら
ば
、
儲
君
治
定
の
み
で
皇
位
継
承
者
の
表
示
に
は
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
小
倉
事
件
」
後
に
～
宮
と
小

倉
の
怨
念
を
畏
怖
す
る
雰
囲
気
が
宮
中
に
存
在
し
た
こ
と
は
既
述
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
史
料
の
文
言
上
、
儲
君
の
み
の
下
限
で
あ
る
天
和
二

年
（
一
六
八
二
）
三
月
二
十
五
日
か
ら
東
宮
・
立
太
子
の
登
場
す
る
上
限
の
同
年
十
二
月
九
日
ま
で
の
約
八
ヶ
月
半
の
宮
中
の
事
情
と
は
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
関
白
・
一
条
冬
経
の
B
記
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
九
月
二
十
一
日
条
は
参
考
と
な
る
。

　
　
　
　
③

　
　
【
史
料
十
】

　
　
　
　
　
　
　
（
花
山
院
定
誠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
宮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
条
久
、
経
）

　
今
日
未
他
行
、
前
花
山
亜
相
来
臨
、
諸
等
、
被
告
去
、
明
後
日
儲
君
御
方
砥
指
事
、
座
席
有
所
存
者
可
言
上
之
由
御
内
意
也
、
如
何
、
予
云
、
斎
宮
未
無
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
元
天
皇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
康
道
）

　
王
宣
下
、
然
而
被
定
儲
君
之
上
者
、
不
可
混
自
鯨
皇
子
、
当
今
譲
位
已
前
、
可
為
如
御
首
貸
主
下
之
時
無
、
先
年
当
今
為
親
王
御
時
、
二
条
故
太
閤
不
令
立

　
東
宮
給
已
前
、
於
親
王
者
、
錐
儲
君
摂
関
丞
相
葦
不
崇
敬
先
例
之
櫓
門
称
之
、
正
月
節
朔
等
不
被
参
賀
、
然
而
此
儀
総
帥
僻
事
、
上
古
皇
子
悉
有
親
王
宣
下
、

　
欲
被
定
儲
君
之
宮
、
即
面
立
坊
、
依
是
、
於
親
王
之
時
者
儲
君
未
定
欲
、
山
立
坊
断
絶
後
者
公
家
法
陵
夷
時
、
錐
摂
関
大
臣
、
如
法
不
朝
参
故
、
醇
酒
、
如
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此
被
称
之
欲
、
当
時
錐
無
親
王
宣
下
、
依
時
務
被
定
儲
君
之
上
者
、
如
東
宮
為
臣
下
可
崇
敬
軟
、
（
中
略
）
、
又
云
、
立
后
節
会
当
年
難
被
行
、
其
子
細
者
、

　
当
年
者
於
立
后
者
正
月
之
儀
式
与
儲
君
曲
礼
懸
隔
、
傍
不
協
叡
慮
、
立
后
・
立
坊
無
間
可
御
行
御
内
意
也
、
両
ヶ
事
明
春
可
被
行
、
盲
信
売
立
坊
・
立
后
同

　
日
被
行
之
、
載
栄
花
物
語
、
依
件
例
、
当
日
心
行
之
者
、
用
脚
等
容
易
、
裁
家
蚕
易
協
、
如
何
、
（
後
略
）

　
こ
こ
で
一
条
富
里
は
、
霊
元
天
皇
か
ら
花
山
知
事
誠
を
通
じ
、
儲
君
と
摂
家
の
対
面
の
た
め
、
儲
君
の
座
席
に
関
す
る
意
見
具
申
を
求
め
ら

れ
て
い
る
。
焦
点
は
儲
君
治
定
・
親
王
宣
下
・
立
身
の
相
互
関
係
が
五
宮
の
処
遇
に
与
え
る
影
響
で
あ
っ
た
。
一
条
は
、
五
宮
が
親
王
宣
下
を

受
け
て
お
ら
ず
と
も
既
に
儲
君
で
あ
り
、
他
の
皇
子
と
五
宮
を
混
同
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
五
宮
は
臣
下
に
対
す
る
如
く
摂
家
と
対
面
す
る

と
よ
い
と
す
る
一
方
、
二
元
天
皇
が
識
仁
親
王
で
あ
っ
た
際
の
例
に
も
言
及
し
、
職
事
親
王
と
摂
家
の
対
面
の
際
は
二
条
康
道
が
「
東
宮
の
称

号
を
得
て
い
な
い
親
王
は
、
た
と
え
儲
君
で
あ
っ
て
も
摂
家
ら
は
崇
敬
せ
ず
、
正
月
の
儀
式
等
で
も
親
王
に
参
賀
し
な
い
」
と
発
言
し
た
こ
と

も
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
二
条
の
発
言
は
霊
元
天
皇
の
記
憶
に
も
あ
っ
た
の
か
、
花
山
院
に
よ
る
と
天
皇
は
、
幕
府
が
既
に
認
め
た
立
后
と
同

時
の
立
坊
を
求
め
、
そ
の
理
由
は
立
后
の
み
の
場
合
、
儲
君
へ
の
礼
遇
と
皇
后
へ
の
礼
遇
に
差
が
つ
く
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
一
条
は
立
腰
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
天
皇
は
五
宮
の
処
遇
の
問
題
と
し
て
童
坊
を
重
視
し
、
立
后
と
同
日
な
ら
ば
経
費
節
減
も
で
き

る
と
し
て
幕
府
と
の
交
渉
を
望
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
〈
表
〉
の
よ
う
に
一
宮
を
は
じ
め
五
宮
ら
全
皇
子
に
親
王
宣
下
が
済
ん
で
お
ら

ず
、
五
宮
の
地
位
は
儲
君
の
呼
称
で
の
み
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
廃
＝
呂
が
宮
中
で
歓
迎
さ
れ
て
お
ら
ず
、
第
一
章
の
【
史
料

三
】
の
よ
う
に
怪
異
現
象
と
廃
一
宮
を
結
び
つ
け
て
天
皇
の
強
引
な
手
法
を
暗
に
批
判
す
る
不
穏
な
雰
囲
気
の
存
在
も
影
響
し
て
い
た
で
あ
ろ

う
。　

こ
の
よ
う
に
霊
元
天
皇
は
廃
一
宮
を
経
な
が
ら
一
宮
と
同
様
に
親
王
宣
下
を
済
ま
せ
て
い
な
い
五
宮
の
皇
位
継
承
者
と
し
て
の
地
位
保
全
の

た
め
に
御
坊
・
東
宮
化
を
幕
府
に
求
め
、
綱
吉
が
そ
れ
を
第
一
章
の
【
史
料
一
】
で
容
認
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
綱
吉
の
ね
ら
い
は
ど
の

辺
り
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
史
料
が
次
の
甘
露
寺
方
長
の
日
記
の
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）
九
月
九
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
⑨

　
　
【
史
料
十
一
】
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（
花
山
院
定
誠
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
正
往
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
花
山
院
定
誠
・
千
種
有
能
）

　
右
大
将
率
由
、
今
度
於
関
東
　
院
中
　
東
宮
御
次
第
被
尋
丹
後
藩
候
処
、
丹
後
守
護
云
、
於
京
都
尋
申
両
伝
奏
、
則
肥
壷
之
処
、
於
二
面
太
上
天
皇
先
段
候

　
上
、
　
東
宮
為
御
慎
、
院
中
之
次
可
為
　
東
宮
被
承
候
由
、
令
言
上
処
、

　
（
徳
川
綱
吉
）

　
大
樹
思
召
趣
、
　
東
宮
之
次
可
為
　
雪
山
云
々
、
別
而
御
崇
敬
候
故
、
面
桶
　
思
召
候
欲
、
弥
重
存
候
立
田
之
云
々

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
綱
吉
は
京
都
所
司
代
・
稲
葉
正
往
に
上
皇
と
東
宮
の
座
次
を
問
い
合
わ
せ
、
稲
葉
が
上
皇
の
次
に
東
宮
で
あ
る
と
返
答
し

た
と
こ
ろ
、
綱
吉
は
東
宮
の
次
に
上
皇
と
す
べ
き
だ
と
述
べ
、
東
宮
は
別
格
と
の
認
識
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
る
と
、
綱
吉
は
、
灸
治

で
身
体
が
傷
つ
き
、
天
変
の
日
に
生
ま
れ
、
勅
命
に
従
わ
な
い
外
祖
父
を
持
つ
＝
鼠
を
廃
止
し
た
こ
と
に
伴
う
皇
位
継
承
の
順
位
変
更
・
秩
序

回
復
の
た
め
、
五
宮
の
地
位
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
天
皇
に
同
調
し
、

　
①
『
江
戸
幕
府
日
記
』
（
国
立
公
文
害
館
所
蔵
謄
写
本
）
天
和
元
年
十
月
二
十
八

　
　
日
課
。
函
号
は
二
五
七
函
四
号
。

　
②
『
日
記
（
梅
小
路
定
矩
力
）
』
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
山
城
国
京
都
久
世
家

　
　
文
書
）
寛
文
十
一
年
八
月
十
六
日
面
。

　
③
『
兼
輝
公
記
㎞
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
延
宝
九
年
二
月
十

　
　
六
日
条
。

　
④
門
勧
慶
日
記
㎞
二
十
五
（
門
勧
修
寺
家
旧
蔵
記
録
睡
四
七
二
、
東
京
大
学
史
料

　
　
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
原
土
）
延
宝
九
年
九
月
二
十
三
日

立
太
子
節
会
の
再
興
を
も
容
認
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
条
。

　
　
⑤
辻
達
也
門
「
天
和
の
治
」
に
つ
い
て
」
（
同
『
江
戸
幕
府
政
治
史
研
究
臨
続
群
害

　
　
　
類
従
完
成
会
、
一
九
九
六
年
）
。

　
　
⑥
前
掲
註
④
㎎
勧
慶
日
記
』
二
十
五
、
延
宝
九
年
九
月
二
十
三
二
条
。

　
　
⑦
前
掲
門
は
じ
め
に
」
註
⑭
塚
本
『
徳
川
綱
吉
隔
八
六
頁
。

　
　
⑧
噸
兼
輝
公
記
』
八
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
天
和
二
年
九
月
二

　
　
　
十
一
日
条
。

　
　
⑨
『
止
長
卿
記
睡
二
十
三
（
国
立
公
文
轡
館
所
蔵
原
本
）
天
和
三
年
九
月
九
日
条
。

第
三
章
　
天
和
・
貞
享
期
の
関
白
・
京
都
所
司
代
人
事
と
徳
川
綱
吉

　
〈
表
〉
に
あ
る
よ
う
に
、
廃
一
宮
と
小
倉
実
起
の
流
罪
後
、
五
宮
の
儲
君
治
定
ま
で
に
関
白
の
人
事
が
行
わ
れ
、
左
大
臣
・
近
衛
金
手
を
超

越
し
て
右
大
臣
・
一
条
毒
筆
が
関
白
に
就
任
し
た
。
先
行
研
究
は
、
こ
の
「
異
例
」
の
人
事
に
つ
い
て
、
園
池
天
皇
に
批
判
的
な
近
衛
を
排
除

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
た
い
「
天
皇
の
恣
意
」
に
よ
る
も
の
と
説
明
し
た
が
、
そ
こ
で
は
当
該
人
事
を
容
認
し
た
綱
吉
政
権
の
意
図
が
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
一
条
冬
経
の
政
治
的
立
場
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
綱
吉
政
権
の
立
場
を
知
る
必
要
が
あ
る
。
『
基
熈
公
記
』
の
天
和
二
年
（
一
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（
天
和
元
年
）

六
八
二
）
二
月
二
十
一
二
条
は
当
該
問
題
の
説
明
の
際
に
先
行
研
究
も
使
用
す
る
史
料
で
あ
り
、
な
か
で
も
同
条
の
「
勾
当
職
事
者
、
去
年
戸

　
（
忠
昌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
戸
田
患
昌
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
誠
）

田
山
城
守
在
京
之
時
、
既
有
沙
汰
、
不
可
説
左
府
之
由
山
城
守
申
之
間
、
早
早
難
被
黒
田
金
被
仰
之
時
、
花
山
院
前
大
納
言
進
出
、
如
仰
山
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

守
申
様
定
誠
則
承
立
山
云
々
」
と
い
う
記
述
か
ら
久
保
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
人
事
は
早
く
も
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
に
京
都
所
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

代
（
の
ち
老
中
）
・
戸
田
忠
昌
と
武
家
伝
奏
・
花
山
院
定
誠
と
の
間
で
検
討
さ
れ
て
い
た
。
同
氏
は
後
水
尾
法
皇
没
後
の
「
単
元
天
皇
を
中
心
と

す
る
朝
廷
再
編
成
計
画
」
と
「
天
皇
の
「
院
政
」
志
向
」
の
存
在
を
想
定
・
重
視
し
、
関
白
人
事
に
つ
い
て
「
筆
者
は
、
こ
の
件
の
推
進
者
は

天
皇
側
で
、
幕
府
は
そ
れ
を
容
認
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
幕
府
が
な
ぜ
容
認
し
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
」
と
述
べ
る
皿
方
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

人
事
容
認
の
理
由
と
し
て
天
和
期
の
綱
吉
政
権
が
「
天
皇
の
「
院
政
」
志
向
に
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
」
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
だ
が
、
生

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

前
譲
位
が
通
例
の
当
時
、
し
か
も
廃
＝
錫
な
ど
が
あ
る
中
、
綱
吉
政
権
が
天
皇
の
譲
位
後
に
無
関
心
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
天
和
元
年
）
　
（
忠
昌
）

　
さ
き
の
戸
田
の
発
言
は
「
去
年
戸
田
山
城
守
在
京
田
虫
」
に
あ
っ
た
と
あ
る
。
戸
田
は
京
都
所
司
代
と
し
て
天
和
元
年
（
　
六
八
一
）
十
一

月
四
日
に
関
東
下
向
の
た
め
京
都
を
発
ち
、
江
戸
着
後
、
同
年
十
一
月
十
五
日
に
老
中
に
昇
進
し
、
十
一
月
十
九
日
に
受
領
名
を
越
前
守
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

山
城
守
に
改
め
、
老
中
と
し
て
十
二
月
十
日
に
再
び
京
着
し
て
い
る
か
ら
、
京
都
で
の
戸
田
の
発
雷
は
同
年
十
一
月
ま
で
か
十
二
月
中
に
行
わ

れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
さ
に
「
小
倉
事
件
」
の
只
中
か
直
後
と
い
う
時
期
、
な
ぜ
戸
田
が
こ
の
よ
う
な
発
一
醤
を
行
っ
た
の
か
に
こ
だ
わ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
問
題
は
綱
吉
政
権
の
意
思
な
の
で
あ
る
。
戸
田
が
近
衛
関
白
の
線
を
早
期
に
否
定
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
時
期
を
遡
っ
て
史
料
を
検
討
す
る
と
、
戸
田
が
近
衛
を
否
定
す
る
素
地
は
、
近
衛
が
左
大
臣
に
就

任
し
た
当
時
か
ら
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
次
の
史
料
は
『
基
熈
公
記
』
の
延
宝
五
年
（
｝
六
七
七
）
十
二
月
十
日
条
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
⑦

　
　
門
史
料
十
二
】

　
　
　
　
（
定
誠
）
（
密
談
）
（
戸
田
忠
呂
）
東

　
花
山
院
前
大
納
言
富
来
、
有
講
談
事
、
談
云
、
只
今
行
向
諸
司
代
土
田
越
前
守
方
、
今
度
転
任
之
事
、
関
白
へ
為
御
相
談
単
記
旨
、
巨
細
如
咋
日
申
聞
、
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　
次
左
大
臣
転
任
之
事
、
則
去
八
日
被
振
出
之
極
所
談
、
以
外
発
総
監
、
惣
而
大
臣
転
任
之
事
、
毎
度
理
運
之
時
に
も
先
々
御
談
合
、
且
又
此
度
も
左
大
臣
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勅
許
被
仰
出

　
事
、
関
白
ヘ
ハ
可
有
御
相
談
、
所
然
ヲ
理
運
ノ
ヨ
シ
ニ
而
関
東
へ
無
御
談
合
事
、
沙
汰
黒
鯛
也
、
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こ
れ
に
よ
る
と
、
近
衛
の
左
大
臣
転
任
の
際
、
京
都
所
司
代
・
戸
田
へ
の
事
前
談
合
が
な
く
、
戸
田
は
「
以
外
発
汗
」
し
た
と
い
う
。
戸
田

は
過
去
に
近
衛
か
ら
蔑
ろ
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
次
の
伊
達
家
文
書
中
の
「
覚
」
は
、
戸
田
の
立
場
か
ら
は
許
し
難
い
も
の
で

あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
⑧

　
　
【
史
料
十
三
】

　
　
　
　
（
基
熈
）

　
　
　
　
近
衛
様
御
口
上
之
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
（
第
四
条
）
（
近
衛
基
熈
）

　
　
　
～
、
其
御
身
御
才
学
も
無
之
、
ヶ
様
寝
撃
被
仰
入
事
も
、
御
遠
慮
之
至
二
被
思
召
候
へ
と
も
、
譜
代
之
摂
録
之
臣
調
て
、
已
二
一
上
こ
も
替
字
、
此
上
後

　
　
　
之
職
二
も
被
補
候
半
ヲ
、
御
辞
退
末
吉
成
義
も
無
之
候
故
、
何
と
ぞ
朝
廷
之
御
様
子
も
わ
け
の
よ
ろ
し
き
様
二
被
成
度
思
召
候
か
、
い
か
・
可
有
哉
、

　
　
　
又
ハ
唯
今
甘
言
通
二
落
成
候
而
可
然
事
欺
、
当
分
御
身
持
弁
か
た
く
思
召
候
二
付
、
い
か
様
と
も
御
了
簡
次
第
、
御
異
見
を
も
被
仰
度
量
食
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

　
　
（
第
山
ハ
条
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霞
｝
兀
天
皇
）
　
　
　
　
　
　
（
鷹
四
司
…
房
輔
）
（
花
山
山
院
｛
疋
誠
・
ぜ
†
種
有
能
）
（
鶯
縮
山
中
心
日
圏
）

　
　
　
一
、
若
書
被
仰
候
品
、
御
尤
二
思
召
候
二
お
み
て
ハ
、
　
禁
中
御
沙
汰
節
義
、
関
自
・
伝
奏
一
堂
仕
候
上
、
越
前
守
殿
へ
も
景
仰
通
度
事
、
又
ハ
一
堂
二

　
　
　
無
之
時
ハ
、
関
白
よ
り
越
前
守
殿
ヲ
御
里
亭
へ
篭
堂
候
て
、
直
々
厳
談
合
被
成
候
様
二
被
成
度
事
、
又
は
品
二
よ
り
直
々
其
許
へ
も
御
内
談
被
成
度
事

　
こ
れ
は
、
山
口
和
夫
氏
に
よ
る
と
延
宝
六
年
（
～
六
七
八
）
、
関
白
ら
が
機
能
せ
ず
に
天
皇
の
行
動
が
先
行
す
る
宮
申
の
状
況
に
つ
い
て
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

衛
か
ら
俳
富
家
抱
の
連
歌
師
を
通
じ
伊
達
綱
村
経
由
で
老
中
・
稲
葉
正
則
に
「
内
部
告
発
」
し
た
も
の
で
あ
る
。
天
和
期
の
関
白
人
事
と
の
関

連
で
重
要
な
点
は
引
用
し
た
第
四
条
と
第
六
条
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
近
衛
は
第
四
条
で
自
ら
の
関
白
就
任
に
意
欲
を
示
す
と
同
時
に
、
第

六
条
で
宮
中
の
正
常
化
の
た
め
に
関
白
ら
と
京
都
所
司
代
の
連
携
を
求
め
た
が
、
こ
れ
は
戸
田
か
ら
見
れ
ば
、
自
ら
の
不
行
届
を
江
戸
城
へ
内

報
さ
れ
た
も
同
然
で
あ
っ
た
。
し
か
も
近
衛
は
再
び
京
都
所
司
代
の
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
関
白
就
任
工
作
を
行
っ
た
こ
と
に
も
な
り
、
綱
吉
政
権

高
官
の
戸
田
か
ら
見
れ
ば
、
先
行
研
究
の
い
う
ほ
ど
近
衛
は
幕
府
に
協
調
的
な
者
と
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
ス
タ
ン
ド
プ
レ
ー
を
行
う
危
険
入
物

と
な
り
、
戸
田
は
懲
罰
的
な
意
味
も
込
め
て
、
敢
え
て
近
衛
に
打
撃
と
な
る
超
越
人
事
を
綱
吉
に
具
申
し
実
行
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
こ
の
人
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事
は
決
し
て
天
皇
の
発
案
を
幕
府
が
易
々
と
容
認
し
た
も
の
で
は
な
く
、
朝
幕
間
の
意
思
疎
逓
重
視
策
の
一
環
と
し
て
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
天
和
期
の
綱
沓
政
権
は
宮
申
の
運
営
を
近
衛
に
託
さ
ず
、
そ
れ
が
偶
々
天
皇
の
主
観
と
も
一
致
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
五
宮
の
儲
君
治
定
と
立
太
子
は
、
天
皇
と
綱
吉
が
共
同
で
行
っ
た
廃
一
宮
に
よ
っ
て
半
ば
強
引
に
皇
位
継
承
候
補
者
と
さ

れ
た
五
宮
の
地
位
保
全
の
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
老
中
へ
転
じ
た
戸
田
ら
の
支
持
を
得
た
関
白
・
一
条
冬
経
が
武
家
伝
奏
ら
を
通
じ

天
皇
の
意
向
を
江
戸
に
伝
え
、
将
軍
綱
吉
が
東
宮
・
五
宮
を
別
格
と
位
置
づ
け
て
廃
一
宮
に
よ
り
傷
つ
い
た
皇
位
継
承
行
為
の
権
威
と
秩
序
の

回
復
を
目
指
す
観
点
か
ら
同
意
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
後
、
霊
元
天
皇
は
〈
表
〉
の
よ
う
に
五
宮
へ
の
譲
位
を
表
明
し
た
が
、

そ
れ
へ
の
綱
吉
の
返
答
は
一
条
冬
経
の
日
記
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
月
二
十
七
日
条
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
⑩

　
　
【
史
料
十
四
】

　
　
　
　
（
花
撫
難
論
誠
・
欝
露
寺
方
．
長
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
綱
吉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
元
天
皇
）

　
御
対
面
、
武
家
伝
奏
被
告
云
、
御
譲
位
事
、
於
関
東
委
細
申
達
、
先
例
悉
入
披
見
、
大
樹
勅
答
趣
、
如
此
事
強
不
可
舳
先
例
欲
、
　
主
上
未
令
及
中
年
給
、

　
東
宮
御
幼
少
也
、
於
此
儀
者
被
停
止
可
然
欲
、
伽
不
及
此
沙
汰
云
々
、
（
以
下
略
）

　
綱
吉
は
、
天
皇
が
歴
代
の
在
位
年
数
な
ど
を
根
拠
に
譲
位
を
表
明
し
た
点
に
つ
い
て
、
譲
位
は
強
い
て
先
例
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
な
ど
の

理
由
で
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
綱
吉
の
返
答
は
、
幼
少
の
東
宮
へ
の
譲
位
を
認
め
な
い
と
い
う
意
味
で
、
久
保
氏
の
い
う
「
天
皇
の

「
院
政
」
志
向
」
を
確
実
に
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
綱
吉
が
譲
位
に
反
対
し
続
け
れ
ば
、
譲
位
を
強
行
で
も
し
な
い
限
り
天

皇
の
主
観
は
実
現
せ
ず
、
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
三
月
ま
で
の
綱
吉
政
権
は
、
譲
位
反
対
と
い
う
方
法
で
天
皇
の
動
き
に
対
応
で
き
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
〈
表
〉
に
あ
る
よ
う
に
、
わ
ず
か
中
一
年
後
の
貞
享
三
年
（
～
六
八
六
）
、
天
皇
が
再
度
先
例
を
根
拠
に
譲
位
を
表
明
す
る
と
、

綱
吉
は
「
将
軍
家
勅
答
云
、
主
上
不
御
老
年
、
最
中
不
盤
上
、
依
吉
例
被
仰
下
之
上
者
、
兎
角
被
任
叡
慮
、
不
可
有
子
細
裂
」
と
し
て
譲
位
を

一
転
し
て
認
め
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
こ
の
よ
う
な
綱
吉
の
対
応
の
変
化
の
意
味
で
あ
る
が
、
先
行
研
究
は
検
討
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
い
っ
た
い
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
四
月
か
ら
貞
享
三
年
目
一
六
八
六
）
閏
三
月
ま
で
の
間
に
何
が
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
検

討
す
る
と
、
ま
ず
綱
吉
政
権
の
陣
容
の
大
幅
変
更
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貞
享
元
年
（
～
六
八
四
）
八
月
二
十
入
日
に
堀
田
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⑫

正
俊
が
稲
葉
正
休
に
刺
殺
さ
れ
た
が
、
戸
田
の
後
任
の
京
都
所
司
代
・
稲
葉
正
往
は
正
休
の
縁
者
の
た
め
籠
居
と
な
り
、
同
年
九
月
十
二
日
に

　
　
　
　
　
　
　
⑬

赦
免
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
約
一
年
後
の
貞
享
二
年
（
配
電
八
五
）
九
月
、
京
都
所
司
代
は
稲
葉
か
ら
大
坂
城
代
で
あ
っ
た
土
屋
政
直
に
交
替

　
　
　
⑭

し
て
い
る
。
こ
れ
は
通
常
の
人
事
の
よ
う
だ
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
が
綱
吉
の
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
は
一
条
冬
経
の
日
記
の
「
下
関

　
　
　
　
（
政
直
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
徳
川
綱
吉
）
　
　
　
（
稲
葉
正
往
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
守
輝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
申

東
以
土
屋
相
模
守
可
為
諸
司
代
由
、
大
樹
被
厳
命
、
丹
後
守
儀
、
未
申
来
、
近
日
三
枝
能
登
熊
鷹
上
使
上
洛
、
申
渡
、
尤
善
悪
難
斗
、
呑
気
、

之
云
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

小
産
退
出
、
此
煮
豆
悪
難
斗
、
諸
司
代
役
先
上
皇
他
人
、
其
後
被
申
渡
丹
後
守
旨
、
誠
不
審
」
と
い
う
記
述
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
土
屋
の
京

都
所
司
代
就
任
が
先
に
決
定
さ
れ
、
稲
葉
へ
は
事
後
に
上
使
か
ら
交
替
が
告
げ
ら
れ
る
と
い
う
異
例
の
手
続
き
で
あ
る
。
こ
の
綱
吉
の
異
例
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
往
）

対
応
は
、
稲
葉
の
江
戸
帰
山
後
も
同
様
で
あ
り
、
老
中
・
戸
田
忠
昌
の
日
記
に
は
「
稲
葉
丹
後
守
義
、
越
後
高
田
へ
言
替
被
　
仰
付
候
、
城
破

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
阿
部
正
武
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
貞
享
二
年
十
二
月
）

損
モ
有
之
候
二
付
、
～
万
両
拝
借
被
　
仰
付
旨
、
山
吹
ノ
間
老
中
列
座
、
豊
後
守
被
申
渡
、
夏
着
以
後
、
　
御
目
見
無
之
、
同
十
五
日
、
丹
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

守
京
都
帰
之
御
目
見
、
無
御
言
葉
」
と
あ
り
、
江
戸
へ
歯
骨
後
、
稲
葉
に
は
御
目
見
も
な
く
、
越
後
高
田
へ
の
所
替
が
命
じ
ら
れ
た
後
の
御
目

見
の
際
に
は
言
葉
も
か
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
綱
吉
に
よ
る
京
都
所
司
代
の
更
迭
人
事
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
こ
の
更
迭
人
事
の
理
由
に
つ
い
て
は
戸
田
茂
睡
の
『
御
当
代
記
』
に
風
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
後
任
の
土
屋
宛
の
「
老
中
御
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
崖
政
直
）

附
」
に
「
一
、
年
頭
之
上
使
参
　
内
　
院
参
之
時
斗
、
相
模
守
増
価
致
同
道
候
、
両
伝
　
浪
江
振
舞
之
節
、
相
伴
被
罷
越
儀
者
無
用
候
、
勿
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

堂
上
方
井
御
門
跡
方
江
振
舞
被
相
越
儀
、
不
入
儀
忌
事
」
と
い
う
行
動
規
定
が
あ
る
点
に
注
意
す
べ
き
と
考
え
る
。
京
都
所
司
代
が
宮
中
で
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稲
葉
正
往
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
～
条
冬
経
）

り
す
ぎ
ぬ
よ
う
釘
を
刺
す
内
容
で
あ
り
、
関
白
・
一
条
の
日
記
に
も
稲
葉
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
又
丹
後
守
不
意
無
隠
悉
観
心
、
向
後
五
百
隔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

心
、
不
依
何
事
於
有
疑
惑
事
者
可
相
談
」
と
あ
り
、
関
白
や
宮
申
と
近
く
な
り
過
ぎ
た
稲
葉
の
姿
勢
が
綱
吉
の
不
興
を
買
っ
た
可
能
性
は
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
条
冬
経
）
⑳

事
実
、
後
任
の
土
屋
は
関
白
と
の
関
係
に
つ
い
て
「
御
用
之
露
国
折
々
関
白
殿
ヘ
ハ
参
候
義
心
有
御
座
候
、
内
々
左
様
二
被
思
召
鱗
被
下
垂
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
条
冬
経
）

と
江
戸
へ
逐
一
報
告
し
、
綱
吉
は
土
屋
に
「
御
用
之
節
、
折
々
関
白
殿
へ
参
溶
血
申
上
候
処
、
被
聞
召
届
候
、
か
ろ
く
敷
無
之
様
二
相
心
得

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

可
申
付
」
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
綱
吉
は
堀
田
亡
き
後
に
「
専
制
霜
主
」
化
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
影
響
が
京
都
所
司
代
人
事
に
も
現
れ
、

綱
吉
は
稲
葉
の
下
で
の
幕
府
と
朝
廷
と
の
必
要
以
上
の
接
近
と
秩
序
の
乱
れ
に
忌
避
感
を
持
ち
、
稲
葉
を
更
迭
し
て
土
屋
に
宮
中
対
策
を
任
せ
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た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
土
屋
と
綱
吉
政
権
は
、
霊
元
天
皇
の
二
度
目
の
譲
位
表
明
に
つ
い
て
、
い
か
に
分
析
し
、
何
故
容
認
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
次
章
で
検
討
し
よ
う
。

①
前
掲
「
は
じ
め
に
偏
註
⑬
高
埜
「
一
八
世
紀
前
半
の
日
本
」
一
モ
頁
、
前
掲

　
「
は
じ
め
に
」
註
⑫
高
埜
「
元
禄
の
社
会
と
文
化
」
六
一
頁
。
前
掲
「
第
一
章
」

　
註
⑤
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
』
＝
七
頁
一
一
二
〇
買
。

②
㎎
基
雷
公
記
』
九
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
財
団
法
人
陽
明
文

　
庫
原
蔵
）
天
和
二
年
二
月
二
十
一
日
条
。

③
前
掲
「
第
一
章
」
註
⑤
久
保
門
近
世
の
朝
廷
運
営
㎞
＝
八
頁
。

④
前
掲
「
第
一
章
」
註
⑤
久
保
凹
近
世
の
朝
廷
運
営
隔
＝
三
頁
。

⑤
山
口
和
夫
「
天
皇
・
院
と
公
家
集
団
i
編
成
の
進
展
と
近
世
朝
廷
の
自
律
化
、

　
階
層
制
に
つ
い
て
i
」
（
『
歴
史
学
研
究
』
恥
七
～
六
、
　
一
九
九
八
年
十
月
増

　
刊
）
七
五
頁
一
七
六
頁
。

⑥
欄
基
熈
公
記
』
八
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
財
団
法
人
陽
明
文

　
庫
田
圃
）
天
和
元
年
十
一
月
三
日
置
・
同
年
十
二
月
十
日
条
、
『
戸
田
侯
秘
書
御

　
日
記
㎞
一
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
謄
写
本
）
天
和
元
年
十
一
月
十
五
日
条
・
同
年

　
同
月
十
九
日
条
。

⑦
『
基
熈
公
記
』
三
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
財
団
法
人
陽
明
文

　
庫
原
書
）
延
宝
五
年
十
二
月
十
日
条
。

⑧
『
大
日
本
古
文
書
睡
家
わ
け
三
ノ
五
、
伊
達
家
文
書
之
五
、
伊
達
家
文
費
三

　
七
二
号
、
六
九
九
頁
～
七
〇
｝
頁
。

⑨
山
口
和
夫
「
近
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
と
天
皇
・
院
・
摂
家
扁
（
大
津
透
編

　
『
王
権
を
考
え
る
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
二
六
頁
⊥
三
八
頁
。

⑩
『
兼
輝
公
記
㎞
十
一
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
二
十
写
本
）
貞
享
元
年
三
月

　
二
十
七
日
条
。

⑪
　
　
『
兼
輝
公
記
』
十
七
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
貞
享
三
年
閏
三

　
月
十
日
条
。

⑫
州
柳
営
日
次
記
臨
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
真
帳
）
貞
享
元
年
八
月
二
十
八
日

　
条
。

⑬
『
勧
慶
日
記
㎞
三
十
（
噸
勧
修
寺
家
旧
蔵
記
録
』
四
七
六
、
東
京
大
学
史
料
編

　
纂
所
架
蔵
写
真
帳
、
京
都
大
学
総
合
博
物
館
原
意
）
貞
享
元
年
九
月
一
日
条
、

　
『
兼
輝
公
記
』
十
二
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
貞
享
元
年
九
月
十

　
二
日
条
。

⑭
前
掲
註
⑫
『
柳
営
日
次
記
』
貞
享
二
年
九
月
二
十
二
日
～
同
年
同
月
二
十
四
巳

　
条
。

⑮
『
兼
輝
公
記
㎞
十
五
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
貞
享
二
年
九
月

　
二
十
八
日
条
。

⑯
前
掲
註
⑥
『
戸
田
侯
秘
書
御
日
記
』
～
、
貞
享
二
年
十
二
月
十
　
日
・
同
年
同

　
月
十
五
日
条
。

⑰
戸
田
茂
睡
著
・
塚
本
学
校
注
『
御
当
代
記
－
将
軍
綱
吉
の
時
代
1
』
（
平

　
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
八
年
）
一
〇
九
頁
～
＝
○
頁
。

⑱
「
老
中
御
書
附
」
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
常
陸
国
土
韓
土
屋
家
文
書
）
。

⑲
前
掲
註
⑩
欄
兼
輝
公
記
』
十
一
、
貞
享
元
年
三
月
二
十
一
日
目
。

⑳
「
貞
享
三
年
十
一
月
七
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成

　
貞
宛
土
膣
政
直
書
状
案
」
（
魍
自
筆
之
書
状
下
書
』
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
常

　
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
）
。

⑳
「
貞
享
三
年
十
二
月
三
日
付
老
中
・
牧
野
童
貞
宛
土
屋
政
直
書
状
案
」
（
『
自
筆

　
之
書
状
下
書
』
）
。

⑫
　
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑭
塚
本
隅
徳
川
綱
吉
』
一
〇
〇
頁
。
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天和・貞享期の綱吉政権と天皇（野村）

第
四
章
　
貞
享
期
に
お
け
る
霊
元
天
皇
譲
位
・
大
事
会
再
興
と
綱
吉
政
権

　
本
章
で
は
、
正
元
天
皇
の
二
度
目
の
譲
位
表
明
に
対
す
る
綱
吉
政
権
の
対
応
を
扱
う
が
、
そ
の
際
、
前
章
で
少
々
用
い
た
京
都
所
司
代
・
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

屋
政
直
と
江
戸
城
の
幕
閣
と
の
往
復
書
状
が
留
め
ら
れ
た
『
自
筆
之
書
状
下
書
』
を
用
い
る
。
こ
れ
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
常
陸
国

土
浦
土
屋
家
文
書
中
に
含
ま
れ
る
美
濃
紙
横
帳
判
（
衛
星
タ
テ
一
四
・
五
㎝
×
ヨ
コ
四
五
・
五
㎝
、
丁
数
　
○
八
）
の
書
状
留
で
あ
り
、
原
題
は
表
紙

に
「
自
習
享
三
丙
寅
歳
十
月
　
自
筆
之
状
下
書
」
と
あ
る
。
「
自
筆
之
状
」
は
老
中
奉
書
等
と
異
な
り
、
土
屋
の
解
説
に
よ
れ
ば
「
唐
馬
重
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ノ
御
用
之
義
ハ
江
戸
・
京
都
6
も
自
筆
二
而
相
認
、
外
之
も
の
ニ
ハ
か
・
せ
不
申
候
」
と
い
う
か
ら
、
右
筆
に
も
関
与
さ
せ
ら
れ
な
い
機
密
事

項
に
関
わ
る
書
状
で
あ
り
、
老
中
な
ど
高
官
が
自
筆
で
本
文
・
名
乗
を
記
し
た
書
状
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料
に
、
貞
享
三
年
（
一
六
八

六
）
の
言
動
天
皇
の
譲
位
表
明
等
に
関
す
る
京
都
所
司
代
の
情
勢
分
析
と
将
軍
綱
吉
以
下
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
検
討
し
よ
う
。
次

の
史
料
は
「
貞
享
三
年
十
一
月
七
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞
宛
土
屋
政
直
書
状
案
」
の
一
節
で
あ
る
。
こ
れ
は

京
都
所
司
代
か
ら
老
中
ら
宛
の
返
書
で
あ
る
が
、
傍
線
部
分
は
来
翰
の
引
用
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
将
軍
の
現
状
認
識
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
③

　
　
【
史
料
十
五
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
野
盛
綱
）
（
久
留
鵡
通
貞
）

　
禁
中
二
品
今
程
対
御
為
導
入
候
而
薦
被
申
候
公
家
衆
無
体
、
御
勝
手
向
之
帯
し
ま
り
不
潮
煮
二
被
為
聞
候
、
尤
修
理
・
出
雲
御
賄
等
之
義
申
付
候
て
も
、
御

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
朝
露
親
王
）
　
　
　
（
千
種
有
能
・
柳
原
資
廉
）

　
側
向
之
衆
し
か
と
無
之
着
て
者
万
事
回
付
宜
ヶ
表
敷
と
思
召
候
問
、
東
宮
御
即
位
之
劒
、
両
伝
　
奏
と
御
側
向
之
衆
弥
被
曝
談
h
御
つ
い
へ
成
義
無
罪
様
二

　
被
相
斗
候
様
こ
と
急
度
申
達
候
ハ
・
可
然
思
召
候
、
了
簡
之
通
無
遠
慮
可
罰
上
灘
奉
得
其
意
候
、
存
寄
之
義
遠
慮
可
仕
様
も
無
御
座
、
殊
被
子
下
艦
上
ハ
猶

　
以
私
も
遠
慮
不
仕
候

　
す
な
わ
ち
、
禁
中
の
勝
手
向
や
公
家
衆
の
勤
務
状
況
の
問
題
点
が
将
軍
の
耳
に
も
入
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
綱
吉
は
、
武
家
伝
奏
と
側

近
の
公
家
衆
は
菓
宮
即
位
の
際
に
よ
く
相
談
し
て
対
処
す
る
よ
う
京
都
所
司
代
か
ら
遠
慮
な
く
達
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
土
屋
は
、
そ
の
指
示
を
将
軍
の
意
向
と
し
て
明
示
す
る
こ
と
を
求
め
、
続
け
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
申
し
述
べ
て
い
る
。
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④

　
　
【
史
料
十
六
】

獅
篇
鞭
位
以
後
ハ
何
と
そ
各
別
わ
け
も
御
座
霧
ハ
各
別
諸
事
院
御
所
6
御
指
引
無
御
覆
様
二
・
是
ヲ
第
ご
一
仕
度
候
御
幼
年
二
順
嶢
醤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ミ
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
条
冬
経
）
（
千
種
有
能
・
柳
原
資
廉
）
（
土
歴
政
直
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
も

　
御
ま
ね
ヲ
不
雑
曲
候
様
二
仕
度
候
、
幽
幽
用
向
・
御
作
法
之
寒
鯛
関
白
殿
・
両
伝
奏
相
談
之
上
、
私
へ
も
歯
髄
聞
二
様
二
仕
候
ハ
・
御
作
法
も
よ
く
可
相
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
之

　
し
ま
り
可
申
と

　
御
座
候
と
泰
存
候
問
、
此
義
も
弥
被
遂
御
相
談
、
其
御
地
6
懸
造
江
被
仰
下
描
様
二
仕
度
（
以
下
略
）

　
　
ミ
　
　
≧
　
　
ミ

　
土
屋
は
、
東
宮
（
の
ち
の
東
山
天
皇
）
即
位
後
は
特
別
の
場
合
を
除
き
、
上
皇
か
ら
の
指
図
は
無
用
と
し
、
こ
れ
を
第
一
の
優
先
事
項
に
し
た

い
と
述
べ
、
東
宮
が
窯
元
天
皇
の
真
似
を
せ
ぬ
よ
う
に
い
た
し
た
く
、
「
御
用
向
・
御
作
法
之
義
ハ
」
関
白
・
武
家
伝
奏
と
相
談
の
上
、
京
都

所
司
代
に
も
申
し
聞
か
せ
れ
ば
事
も
締
ま
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
江
戸
城
よ
り
こ
の
旨
を
指
示
し
て
欲
し
い
と
依
頼
し
て
い
る
。
田
中
暁
闇
氏

の
述
べ
る
通
り
、
こ
れ
を
う
け
て
発
せ
ら
れ
た
老
中
連
署
自
筆
書
状
が
、
久
保
貴
子
氏
の
紹
介
し
た
『
基
警
衛
記
』
に
記
載
の
貞
享
三
年
（
～

六
八
六
）
十
一
月
二
十
三
日
付
の
書
状
で
あ
り
、
老
中
は
譲
位
後
の
血
書
上
皇
に
よ
る
東
宮
（
の
ち
の
東
山
天
皇
）
へ
の
指
図
禁
止
等
を
明
記
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

京
都
所
司
代
へ
伝
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
、
土
屋
は
こ
の
内
容
を
天
皇
へ
伝
え
る
に
際
し
て
「
躊
躇
」
し
、
も

し
新
帝
へ
の
指
図
無
用
の
件
を
早
期
に
伝
え
て
天
皇
の
機
嫌
を
損
ね
た
な
ら
ば
、
譲
位
前
の
様
々
な
御
用
も
停
滞
す
る
こ
と
か
ら
、
譲
位
後
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

件
は
譲
位
直
前
に
伝
え
る
よ
う
に
し
た
い
と
申
し
入
れ
て
い
る
。
そ
の
該
当
箇
所
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
⑦

　
　
【
史
料
十
七
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
定
誠
）

　
御
譲
位
以
後
、
禁
裏
御
指
引
被
遊
里
様
二
と
の
義
ハ
御
譲
位
羅
拝
二
被
申
来
由
様
二
仕
度
候
、
花
山
院
殿
宇
斗
二
様
も
御
機
嫌
よ
く
御
座
あ
る
ま
し
く
候
、

　
其
上
二
御
譲
位
以
後
御
指
引
無
之
様
こ
と
の
御
事
、
輝
輝
ふ
く
れ
被
成
、
諸
事
御
こ
だ
わ
り
被
遊
候
ハ
・
、
御
譲
位
前
之
御
用
と
も
相
滞
、
万
端
無
覚
束
、

　
下
々
導
燈
迷
惑
こ
も
可
有
御
座
候
、
其
外
如
何
と
奉
存
候
義
も
御
座
候
、
堺
筋
、
其
御
地
御
用
多
可
有
御
座
世
間
、
申
上
候
も
遠
慮
二
選
候
罪
源
、
此
上
何

　
之
事
も
な
く
御
譲
位
・
御
即
位
と
も
二
首
尾
よ
く
事
済
申
候
様
二
と
奉
幹
候
付
、
重
質
存
念
幽
趣
申
上
候

　
田
中
氏
は
明
確
に
述
べ
て
い
な
い
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
土
屋
の
「
臨
躇
」
は
、
何
事
も
な
く
無
事
に
譲
位
・
即
位
を
実
現
さ
せ
た
い
と
の

思
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
土
屋
は
別
の
老
中
ら
宛
の
書
状
で
、
今
後
の
不
測
の
事
態
に
備
え
、
「
土
豪
」
の
武
家
を
譲
位
前
に
上
洛
さ
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天和・貞享期の綱吉政権と天皇（野村）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

せ
れ
ば
安
心
で
あ
り
、
こ
の
代
替
わ
り
の
節
目
で
の
対
応
が
最
も
肝
心
で
あ
る
と
陳
情
し
て
い
る
。
土
屋
は
、
譲
位
後
を
想
定
し
て
天
皇
周
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
幸
仁
親
王
）
　
　
（
冬
基
）
　
（
時
成
）
　
　
（
泰
明
）
　
右
　
　
　
　
　
　
　
（
花
鶏
院
定
誠
）
　
　
　
　
　
⑨

で
動
く
人
物
と
し
て
「
有
栖
川
殿
・
醍
醐
・
西
洞
院
・
土
御
門
か
様
之
面
々
、
花
由
と
日
比
入
魂
之
由
」
を
把
握
し
て
お
り
、
面
罵
天
皇
在
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
と

中
の
勝
手
向
の
浪
費
や
禁
中
の
秩
序
の
乱
れ
を
ふ
ま
え
、
譲
位
後
も
そ
れ
が
継
続
・
悪
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
東
宮

（
の
ち
の
東
山
天
皇
）
が
霊
元
天
皇
の
悪
影
響
を
受
け
な
い
う
ち
に
譲
位
を
早
期
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
第
一
章
で
見

た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
中
で
天
皇
側
か
ら
提
起
さ
れ
た
案
件
が
大
嘗
会
の
再
興
で
あ
り
、
そ
れ
を
幕
府
が
容
認
し
た
背
景
は
不
明
の
ま
ま
な

の
で
あ
る
が
、
土
屋
政
直
の
『
自
筆
之
書
状
下
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
大
嘗
会
再
興
を
め
ぐ
る
幕
閣
間
の
や
り
と
り
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
⑳

　
　
【
史
料
十
八
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罷
成
候

　
大
嘗
会
之
様
子
も
承
合
候
処
、
式
法
二
仕
候
得
ハ
大
造
忌
事
二
号
気
候
、
又
か
ろ
く
も
仕
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
　
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
候
得
者

　
今
度
御
同
心
二
二
ハ
・
、
成
程
諸
覚
悟
ヲ
被
成
、
御
即
位
之
下
行
半
之
内
二
而
可
被
相
調
候
由
二
御
座
候
、
○
臨
時
二
御
物
入
と
申
二
も
無
御
座
候
、
其
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
遊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罷
成

　
障
ノ
義
も
無
御
座
候
由
候
間
、
大
嘗
会
被
行
候
富
裕
被
陣
門
可
然
候
ハ
ん
哉
と
並
存
候
、
欝
欝
得
者
、
御
即
位
も
四
月
二
相
成
、
御
階
も
無
蓋
内
二
早
ク
事

　
　
候
段
、
乍
推
参
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
≒
ミ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
≧

　
済
可
然
か
と
奉
存
候

　
す
な
わ
ち
、
『
自
筆
之
書
状
下
書
』
で
土
屋
は
、
大
嘗
会
は
大
祭
で
は
あ
る
も
の
の
、
簡
略
化
も
可
能
だ
と
の
見
解
を
朝
廷
か
ら
聞
い
て
お

り
、
も
し
再
興
を
容
認
し
て
も
ら
え
る
な
ら
ば
、
朝
廷
は
覚
悟
し
て
臨
時
支
出
を
求
め
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
申
し
添
え
て
い
る
。
そ
の

上
で
土
屋
は
、
他
に
支
障
も
な
い
こ
と
か
ら
大
嘗
会
を
挙
行
し
て
も
よ
い
と
思
う
と
述
べ
、
挙
行
を
決
め
れ
ば
大
嘗
会
は
十
一
月
で
あ
る
か
ら

即
位
儀
の
日
程
も
自
動
的
に
決
ま
っ
て
四
月
と
な
り
、
支
障
な
く
速
や
か
に
譲
位
が
済
む
の
で
は
な
い
か
と
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
幕
閣
の
判
断
の
優
先
事
項
は
、
い
か
に
速
や
か
に
譲
位
を
実
現
す
る
か
で
あ
り
、
土
屋
は
大
嘗
会
の
件
で
譲
位
関
係
の
調
整
が
長
引
き
、

譲
位
の
遅
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
、
簡
略
化
し
て
費
用
も
必
要
な
い
な
ら
ば
認
め
た
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
の
判
断
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

見
具
申
を
う
け
て
綱
吉
政
権
は
「
旧
例
之
義
候
間
、
諸
色
か
ろ
く
被
成
、
大
嘗
会
御
執
行
面
様
二
両
面
倒
可
申
達
由
」
を
土
屋
に
指
示
し
た
。

　
だ
が
、
も
う
一
つ
の
新
事
実
と
し
て
、
次
の
「
貞
享
四
年
二
月
四
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
⊥
戸
田
蕃
昌
・
牧
野
成
心
宛
土
屋
政
直
書
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状
案
」
か
ら
は
、
大
嘗
会
再
興
容
認
の
二
ヶ
月
後
、
土
屋
は
老
中
ら
か
ら
綱
吉
の
あ
る
心
配
を
伝
え
ら
れ
て
対
応
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
【
史
料
十
九
】

　
大
嘗
会
之
事
、
先
日
御
勝
手
次
第
被
遊
候
様
こ
と
被
仰
越
候
得
共
、
よ
り
く
御
田
転
成
掻
練
者
、
武
家
之
天
下
廉
潔
者
無
之
例
日
様
二
申
事
、
農
楽
得
者
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
【
条
冬
経
）
　
（
千
種
有
能
・
柳
原
資
廉
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
禁
裏
二
審
も
御
遠
慮
可
有
之
義
と
被
思
召
候
、
併
最
早
最
前
相
具
申
上
之
義
二
下
歯
者
、
関
白
殿
井
両
伝
奏
江
も
承
合
可
然
候
、
其
御
地
6
急
貢
叢
叢
旧
事

　
　
に
て
ハ
無
御
座
候
間
、
其
心
得
ヲ
以
相
銀
、
若
右
之
通
二
候
ハ
・
、
御
遠
慮
被
成
候
様
二
相
出
題
仕
旨
、
事
済
候
以
後
、
さ
た
有
之
候
ハ
・
不
念
二
可
罷
成

　
　
と
思
召
、
被
仰
下
候
旨
、
奉
得
其
意
候
、

　
大
嘗
会
再
興
を
容
認
し
た
後
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
綱
吉
は
「
武
家
之
天
下
之
時
」
に
大
嘗
会
を
挙
行
し
た
例
が
な
い
と
の
話
を
耳
に
し
た

と
い
い
、
も
し
そ
の
通
り
な
ら
ば
禁
裏
も
遠
慮
す
べ
き
だ
と
の
考
え
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
も
は
や
容
認
し
た
こ
と
で
は
あ
る
の
で
、
慎
重
に

関
自
ら
へ
話
す
と
と
も
に
、
も
し
「
武
家
出
塁
下
之
時
」
の
挙
行
例
が
な
い
の
な
ら
ば
「
御
遠
慮
」
に
な
る
よ
う
相
談
せ
よ
と
指
示
し
て
い
る
。

こ
れ
は
「
武
家
之
天
下
之
時
」
に
本
来
な
い
も
の
が
実
行
さ
れ
て
し
ま
っ
て
か
ら
で
は
遅
く
、
「
不
念
」
だ
か
ら
と
い
う
綱
吉
の
考
え
か
ら
で

あ
っ
た
。
結
果
的
に
は
、
土
屋
が
武
家
伝
奏
ら
と
調
査
し
て
「
武
家
之
天
下
半
時
」
に
も
大
嘗
会
は
挙
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
事

　
　
　
　
　
　
⑬

な
き
を
得
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
綱
吉
が
自
ら
の
「
武
家
之
天
下
」
の
外
聞
に
相
応
し
い
も
の
に
つ
い
て
は
挙
行
を
容
認
す
る
姿
勢
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
史
料
を
ふ
ま
え
る
と
、
綱
吉
政
権
に
お
い
て
「
儀
礼
重
視
の
政
策
転
換
」
が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

嘗
会
の
再
興
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
は
霊
元
天
皇
の
譲
位
を
早
期
に
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
「
武
家
聖
天
下
」
に
お
い
て
挙
行
し

て
も
差
し
支
え
な
い
儀
式
で
あ
る
と
の
裏
付
け
が
得
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
綱
吉
は
大
嘗
会
の
再
興
を
容
認
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
朝
幕
関
係
」
は
管
見
の
限
り
本
史

　
料
を
初
め
て
使
用
し
た
論
文
で
あ
り
、
本
稿
と
引
用
箇
所
に
相
違
も
あ
る
こ
と
か

　
ら
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
田
中
論
文
は
、
「
天
和
・
貞
享
期
に
お
け
る
公

　
家
処
罰
の
増
加
、
霊
元
天
皇
と
近
臣
に
よ
る
政
務
運
営
は
、
貞
享
期
に
入
り
、
天

　
皇
の
「
院
政
」
に
向
け
た
準
備
行
動
と
あ
い
ま
っ
て
、
公
儀
の
役
人
が
「
御
前
之

義
」
を
掌
握
し
え
な
い
状
況
と
な
り
、
幕
府
に
と
っ
て
新
た
な
対
策
が
迫
ら
れ
て

い
た
」
（
一
四
三
頁
）
と
し
、
本
史
料
を
用
い
、
土
屋
が
「
江
戸
の
老
中
及
び
将

軍
の
権
威
を
背
景
に
事
態
解
決
に
畿
た
」
（
一
三
六
頁
）
り
、
「
朝
廷
支
出
の
削
減

を
含
め
、
朝
廷
風
儀
を
一
新
」
（
；
三
一
頁
）
し
て
議
奏
の
「
職
制
的
垂
下
づ
け

に
修
正
を
行
っ
た
こ
と
偏
（
二
二
二
頁
）
等
を
解
明
し
て
い
る
。
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②
「
貞
享
三
年
十
二
旦
　
十
五
日
付
三
人
・
牧
野
成
貞
門
土
屋
政
直
書
状
別
紙

　
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
嚇
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文

　
書
）
。
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
最
上
関
係
扁
一
三
八
頁
は
傍

　
線
部
分
も
土
屋
の
見
解
と
捉
え
て
い
る
。

③
「
貞
享
三
年
十
一
月
七
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成

　
生
埋
土
屋
政
直
晋
状
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
睡
）
。

④
前
掲
註
③
。
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
朝
幕
関
係
」
｝
三
八

　
頁
は
当
該
箇
所
を
引
用
す
る
が
解
釈
せ
ず
、
釈
文
も
異
な
る
。

⑤
　
　
『
基
量
卿
記
』
十
二
（
宮
内
庁
害
陵
部
所
蔵
原
本
）
貞
享
三
年
十
二
月
二
十
三

　
日
出
。
前
掲
「
第
一
章
」
註
⑤
久
保
『
近
世
の
朝
廷
運
営
㎞
一
二
六
頁
。
前
掲

　
「
は
じ
め
に
扁
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
雪
幕
関
係
」
一
三
八
頁
。

⑥
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
朝
幕
関
係
」
＝
二
七
頁
一
；
天

　
買
。

⑦
「
貞
享
三
年
十
二
月
七
日
付
三
人
・
牧
野
成
貞
宛
土
崖
政
直
覚
案
」
（
『
自
筆
之

　
書
状
下
書
』
）
。

⑧
「
貞
享
三
年
十
一
月
十
穴
日
付
老
中
・
牧
野
成
態
勢
土
屋
政
直
別
紙
覚
案
」

　
（
『
自
筆
之
轡
状
下
轡
㎞
）
。

⑨
「
貞
享
四
年
正
月
九
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞

　
宛
土
屋
政
直
書
状
別
紙
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
』
）
。

⑩
　
　
「
貞
享
三
年
十
一
月
二
十
二
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧

　
野
選
願
意
土
屡
政
直
別
紙
覚
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
』
）
。

⑪
　
「
貞
享
三
年
十
二
月
三
日
付
老
中
・
牧
野
成
飯
田
土
屋
政
直
書
状
案
」
（
『
自
筆

　
之
書
状
下
書
』
）
。

⑫
「
貞
享
四
年
二
月
四
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞

　
宛
土
屋
政
直
轡
状
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
㎞
）
。

⑬
前
掲
註
⑫
。

⑭
前
掲
「
第
一
章
」
註
①
高
埜
論
文
。

天和・貞享期の綱吉政権と天皇（野村）

お
　
わ
　
り
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
京
都
所
司
代
・
稲
葉
正
往
の
更
迭
後
、
土
屋
政
直
の
京
着
は
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
十
一
月
七
B
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
約
四
ヶ
月
後
、
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
）
三
月
八
日
、
土
屋
は
武
家
伝
奏
か
ら
首
元
天
皇
の
二
度
目
の
譲
位
の
意
向
を
聴
き
、
「
不
返
事
事
候
得
共
、
御
吉
例
之
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

者
、
御
尤
之
由
」
を
返
答
し
て
い
る
。
綱
吉
に
よ
る
譲
位
容
認
の
約
一
ヶ
月
前
に
京
都
所
司
代
が
容
認
の
感
触
を
武
家
伝
奏
に
伝
え
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
か
ら
も
、
綱
吉
政
権
は
稲
葉
更
迭
後
の
宮
中
の
状
況
を
土
屋
に
調
査
さ
せ
、
天
皇
か
ら
再
度
の
譲
位
表
明
が
あ
れ
ば
容
認
す
る
判
断
を
既
に

固
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
土
屋
の
調
査
結
果
と
意
見
具
申
の
内
容
は
、
前
章
で
見
た
よ
う
な
宮
中
の
勝
手
向
に
関
す
る
情
報
や
天
皇
と

そ
の
周
辺
に
よ
る
譲
位
後
を
想
定
し
た
水
面
下
の
動
き
な
ど
、
天
皇
在
位
中
の
諸
問
題
の
報
告
と
そ
れ
ら
の
抜
本
的
是
正
策
の
提
言
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

と
推
測
さ
れ
、
綱
吉
政
権
は
上
皇
の
権
限
を
否
定
し
た
上
で
の
霊
元
天
皇
譲
位
の
早
期
実
現
が
効
果
的
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
綱
吉
政
権
の
判
断
は
あ
る
程
度
功
を
奏
し
、
譲
位
後
の
「
貞
享
四
年
五
月
七
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
天
皇
）

宛
土
屋
政
直
書
状
別
紙
案
」
に
は
新
帝
の
東
山
天
皇
に
つ
い
て
「
当
今
ハ
御
生
付
御
静
二
御
読
書
等
も
被
成
、
一
段
宜
候
由
」
と
す
る
摂
政
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
元
上
皇
）

一
条
冬
経
の
発
言
が
記
さ
れ
、
土
屋
も
同
書
状
案
で
「
仙
洞
こ
も
兼
而
存
華
々
二
無
御
座
、
御
譲
位
以
後
御
し
つ
そ
二
幾
つ
・
し
ミ
被
遊
候
由

二
御
座
候
、
朝
夕
之
御
料
理
も
殊
ノ
外
構
ク
被
仰
出
、
且
又
、
下
々
へ
之
御
い
た
は
り
も
御
座
候
由
二
候
、
唯
今
之
通
二
御
座
候
得
者
、

（
東
山
天
皇
）

禁
裏
・
仙
洞
と
も
二
重
畳
講
義
と
寄
合
候
而
申
事
二
御
座
候
」
と
述
べ
て
、
譲
位
後
は
宮
中
の
奢
修
も
改
ま
り
、
耳
元
上
皇
の
素
行
も
改
善
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

た
と
の
認
識
を
示
し
た
。
こ
の
禅
譲
後
、
貞
享
四
年
（
へ
六
八
七
）
十
月
十
三
日
、
土
屋
は
老
中
と
な
り
、
京
都
所
司
代
に
は
内
藤
重
頼
が
就

　
　
⑥

任
し
た
。
土
屋
が
綱
吉
か
ら
霊
元
天
皇
と
宮
中
の
諸
問
題
の
善
処
を
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
こ
の
人
事
の
実
施
時
期
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
よ

う
Q

　
以
上
、
本
稿
で
の
検
討
か
ら
、
天
和
期
の
将
軍
綱
吉
は
、
天
変
の
日
に
誕
生
し
た
一
宮
を
皇
位
継
承
不
適
格
者
と
す
る
霊
元
天
皇
の
意
向
に

同
意
し
、
霊
元
天
皇
の
「
勅
命
」
に
違
反
し
た
小
倉
実
起
を
断
固
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
廃
一
宮
に
よ
り
傷
つ
い
た
皇
位
継
承
行
為
と
皇
位
継

承
候
補
者
・
五
宮
の
権
威
回
復
を
図
り
、
そ
の
～
環
と
し
て
立
太
子
節
会
の
再
興
を
容
認
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
貞
享
期
の
綱

吉
は
、
京
都
所
司
代
と
宮
中
と
の
必
要
以
上
の
接
近
に
よ
る
馴
れ
合
い
に
よ
っ
て
幕
府
の
威
光
の
減
退
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
京
都
所
司
代
・
稲

葉
正
往
を
更
迭
す
る
と
と
も
に
、
宮
中
の
奢
修
抑
制
及
び
玉
出
天
皇
の
素
行
是
正
と
、
霊
元
天
皇
の
素
行
の
悪
影
響
が
次
代
の
東
山
天
皇
へ
及

ぶ
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
一
旦
は
諫
止
し
た
霊
元
天
皇
の
譲
位
を
容
認
し
、
譲
位
の
早
期
実
現
を
図
っ
て
宮
中
の
秩
序
回
復
を
目
指
し
た
こ

と
、
そ
の
過
程
で
霊
元
天
皇
か
ら
示
さ
れ
た
大
嘗
会
再
興
の
要
望
も
、
右
の
観
点
か
ら
譲
位
の
早
期
実
現
を
優
先
さ
せ
る
た
め
に
容
認
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
綱
吉
は
「
武
家
之
天
下
」
の
主
宰
者
と
し
て
、
幕
府
の
威
光
と
外
聞
を
意
識
し
つ
つ
、
皇
位
と
そ
の
担
い
手
で

あ
る
皇
族
を
慎
重
に
管
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
儀
式
の
再
興
は
、
あ
く
ま
で
も
将
軍
綱
吉
の
皇
位
管
理
政
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
一
つ

の
手
段
で
あ
り
、
「
武
家
之
天
下
」
の
許
容
範
囲
内
で
実
施
さ
れ
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
綱
吉
の
「
武
家
之
天
下
」
に
と
っ
て
皇
位

と
は
何
で
あ
り
、
そ
の
後
の
政
権
に
お
い
て
皇
位
の
位
置
づ
け
が
い
か
に
変
遷
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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①
『
兼
静
劇
記
臨
十
六
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
貞
享
二
年
十
一

　
月
七
日
条
。

②
『
兼
輝
公
記
』
十
七
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
貞
享
三
年
三
月

　
八
日
条
。

③
前
掲
「
は
じ
め
に
」
註
⑩
田
中
「
貞
享
期
の
朝
幕
関
係
」
一
四
三
頁
は
、
貞
享

　
三
年
（
一
六
八
六
）
六
月
の
土
麗
の
調
査
を
解
明
し
て
い
る
。

④
綱
吉
政
権
の
理
想
と
す
る
上
皇
は
明
正
上
皇
で
あ
り
、
「
貞
享
三
年
十
一
月
七

　
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞
宛
土
屋
政
直
書
状
案
」

　
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
㎞
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
常
陸
国
土
浦
土
屋
家
文
書
）

　
　
　
　
（
明
正
上
皇
）

　
に
は
「
本
院
様
ニ
ハ
諸
事
御
質
素
二
被
遊
候
故
、
御
勝
手
も
御
不
如
意
二
無
御
座
、

　
其
上
何
之
六
ヶ
敷
義
も
不
被
繊
鋭
、
結
構
単
車
義
、
い
つ
れ
も
仕
合
と
悦
申
候
」

　
と
あ
る
。
事
実
、
霊
元
上
皇
の
処
遇
に
つ
い
て
は
「
貞
享
四
年
二
月
十
八
日
付
大

　
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
宛
土
屋
政
直
書
状
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下

　
　
　
　
　
（
鑑
元
天
皇
）
　
　
　
　
　
（
明
正
上
皇
）

　
書
』
）
に
「
当
今
御
譲
位
以
後
者
、
本
院
御
所
之
格
二
相
心
得
可
申
」
と
あ
る
よ

　
う
に
明
正
上
皇
の
「
格
」
と
さ
れ
た
。

⑤
門
貞
享
四
年
五
月
七
日
付
大
久
保
忠
朝
・
阿
部
正
武
・
戸
田
忠
昌
・
牧
野
成
貞

　
宛
土
屋
政
直
書
状
別
紙
案
」
（
『
自
筆
之
書
状
下
書
㎞
）
。

⑥
『
柳
営
日
次
記
』
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
写
真
帳
）
貞
享
四
年
十
月
十
三
日
条
。

（
付
記
）
　
本
稿
の
採
用
決
定
後
、
『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
第
二
二
〇
号
（
二
〇
一
〇
年
六
月
）
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
二
〇
一
〇
年
度
大
阪
歴
史
学
会
大
会
・
個
人
報
告
要
旨
・
菅
良
樹
「
寛

　
　
文
期
～
享
保
期
に
お
け
る
所
司
代
の
職
権
i
貞
享
期
の
土
屋
政
直
と
正
徳
期
の
水
野
忠
之
の
勤
務
に
注
目
し
て
一
」
に
接
し
た
。
筆
者
は
、
同
報
告
の
準
備
報
告
と
大

　
　
　
会
当
日
の
報
告
を
と
も
に
聴
講
で
き
て
い
な
い
が
、
菅
氏
の
報
告
は
本
稿
の
内
容
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
防
衡
大
学
校
人
文
社
会
科
学
群
准
教
授
）
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The　Govemment　of　Tokugawa　Tsunayoshi　and　the　Emperor

　　　　　　　　　　　　　During　the　Tenna－J6ky6　Period

by

NOMuRA　Gen

　　This　study　aims　to　clarifY　the　heretofore　seldom－studied　goals　of　the　policy　of

止e　govemment　of　Tokugawa　Tsunayoslti　in　terms　of　its　policy　toward　the　emper－

or　during　the　Tenna　and　J6ky6　eras．　As　a　result　of　this　study，　it　is　clear　that　Tsu－

nayoshi　devised　a　plan　to　restore　the　authority　of　the　imperial　succession，　which

had　been　darnaged　with　the　rernovai　of　the　First　Prince　during　the　Tenna　period，

aBd　as　part　of　this　plan　he　recognized　the　revival　of　the　Rittutaishi　sechi－e，　the

court　ceremony　held　on　the　accession　to　the　position　of　heir　apparent．　Moreover，

1　have　made　clear　that　Tsunayoshi　in　the　」6ky6　era　replaced　the　rnagistrate，　lnaba

Masayuki稲葉正暦，　out　of　fear　of　the　reduction　of　the　Shogunate’s　authority　due

to　tlte　overly　close　connections　betweek　the　Kyoto　magistrate　and　the　palace；　and

that　he　imposed　a　system　of　surnptuary　regulations　on　the　court　and　revised　the

activities　of　Emperor　Reigen，　and　in　an　effort　to　prevent　untoward　influences　on

the　successor，　the　future　Emperor　Higashiyama，　he　sought　to　bring　about　the　ear－

ly　abdication　of　Emperor　Reigen；　and　in　that　process　he　recognized　the　revival　of

the　Daijo一一e，　imperial　accession　ceyemony，　which　Emperor　Reigen　had　sought，

from　the　viewpoint　of　the　realizing　an　early　abdication．　1　also　point　out　that　Tsu－

nayoshi，　as　the　head　of　the　wanrior－led　realm，　was　conscious　of　the　authority　and

reputatioR　of　the　Shogunate　and　attempted　to　carefully　mEmage　the　throne　and　im－

perial　family　who　upheld　it　and　that　the　revival　of　ritual　was　one　method　used　in

Sh6gun　Tsunayoshi’s　poticy　to　manage　the　throne．
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